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すべての人は、湿地と関わり、
湿地に依存しながら、
自分たちの生活や生計、健康や幸福を
実現しています。

湖や川、沼沢地、湿原、泥炭地、マングローブ、サンゴ礁などの湿地は、私たちにとってなくてはなら
ない生態系サービスを提供し、人々の生活に貢献しています。湿地は水源となり、水質浄化を行い、洪水
や干ばつなどの災害から私たちを守り、何百万人もの人々に食べ物と生計手段を提供し、豊かな生物多様
性を支え、他のどの生態系よりも多くの炭素を貯えます。それにもかかわらず、政策や方針の決定に携わる
人々には、湿地の価値はさほど認識されていません。その結果、1970年以降、データが得られるだけでも
35%の湿地が失われました。これは森林の消失の3倍の速さです。
これはよい傾向ではありません。湿地の消失は今も続いており、自然や人 に々直接的かつ重大な悪影響を
与えています。本書『世界湿地概況』の目的は、湿地の価値に対する理解を深め、湿地が守られ、賢明に
利用され、すべての人が湿地の恩恵を認識して高く評価するよう提言を行うことです。
ラムサール条約は、このような世の中の変化をおこす上で、独自の役割を果たします。湿地に的を絞った
唯一の国際条約として、湿地の保全と賢明な利用のために170の締約国がともに活動し、湿地が十分に機
能し自然や社会に恩恵がもたらされるよう、可能な限り最新のデータを集め、助言や政策提言を行うことが
できるプラットフォーム（基盤）を提供します。
気候変動や水需要の増大、洪水や干ばつの危険性の増大が問題になる中で、持続可能な開発を達成す

るために、湿地の重要性はかつてないほど大きくなっています。実際に湿地は、持続可能な開発目標（SDGs）
の75項目の指標に直接、あるいは間接的に貢献しています。特に重要なのは、ラムサール条約が、国連
環境計画とともにSDGsの指標6.6.1のデータ管理機関として、湿地面積に関する報告を行う上でのリーダー
的役割を持つことです。ラムサール条約は、恩恵の共有を推進し、湿地の保全と賢明な利用に必要な行動
を拡大し、生物多様性に関する愛知目標、気候変動に関するパリ協定、仙台防災枠組など、他の国際政
策の目標達成のための、比類のない協働と連携のプラットフォームを提供します。
これらの意欲的な計画は、私たちが、湿地管理の成功や失敗を評価する基準を持っているという前提に立っ
ています。本書『世界湿地概況』は、湿地の現状と変化、湿地への圧力を簡潔に紹介するとともに、湿地
の面積減少と質の悪化という、これまでの歴史的な流れを逆転させようと努力している国々の対策を概観します。
本書の初版をみなさまにご紹介できることを嬉しく思います。本書がみなさまにとって有用で刺激的なもので
あることを望みます。また、本書がみなさまを勇気づけ、本書で推奨する対策の実施に向け、みなさまが行
動を起こす後押しとなることを期待します。

まえがき

ラムサール条約事務局長
マルタ・ロハス・ウレーゴ
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主要なメッセージ

健全で機能的な天然の湿地は、 
人間の生活と持続可能な開発にとってきわめて重要である。

世界の湿地面積は急速に減少していて、 
データが得られるだけでも、1970年以降35%が消失した。

したがって湿地の動植物も危機的状況にあり、 
4分の1の種が絶滅の危機に瀕している。

残された湿地の質も、排水工事、汚染、侵略的生物、 
持続可能でない利用、流域環境の分断、気候変動のために悪化している。

それでも食料安全保障から気候変動の緩和まで、 
湿地が提供する生態系サービスは膨大で、 
陸上生態系のそれを大きく上回る。

ラムサール条約は湿地の保全と賢明な利用を推進しており、 
湿地の消失をくい止め、その流れを逆転させる活動の中心である。

健全な湿地を守り、取り戻すためには、以下のようなステップが重要である。
ラムサール条約湿地やその他の湿地保護区のネットワークを強化する。

ポスト2015開発アジェンダの計画と実施に湿地を組み込む。
すべての湿地が守られるよう法体制や政治体制を強化する。

賢明な利用を実現するために、 
ラムサール条約のガイダンス（指導事項）を実行する。

コミュニティや企業に経済的・財政的インセンティブ（動機）を与える。
すべてのステークホルダーが湿地管理に確実に参加できるようにする。

国別湿地目録を改善し、湿地の面積を継続的に把握する。

Ramsar  |  世界湿地概況 Global Wetland Outlook  |  2018     3
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湿地の保全と賢明な利用は、人間の生活にとってきわめて重要である。
湿地が提供する広範な生態系サービスは、湿地が持続可能な開発
の要であることを意味している。それにもかかわらず、政策や方針
の決定に携わる人々は、自然や人間に対する湿地の恩恵の価値を
過小評価しがちである。

このような湿地の価値を理解し、湿地にいま何が起きているのかを
知ることは、湿地の保全と賢明な利用を確実に行うためにきわめて
重要である。本書『世界湿地概況』では、湿地の面積、変化の傾向、
変化の要因、湿地の生態学的特徴の維持または再生のために必要
なステップを要約して紹介する。

要旨
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面積
　世界の湿地面積データは徐 に々正確になってきて
いる。世界の内陸および沿岸の湿地面積は1210
万km2あまりで、そのうちの54%が恒久的に冠水し、
46%が季節的に冠水する。しかし、天然の湿地は
長期にわたり世界中で減少し続けている。1970年
から2015年の間に、内陸湿地、海洋沿岸域湿地
のどちらも、データが得られるだけでもおよそ35%
減少した。実に森林面積の減少の3倍の速さである。
一方、主に水田や貯水池などの人工湿地はこの間
にほぼ2倍になり、現在では湿地面積の12%を占
めている。これらの増加は、天然の湿地の減少を埋
め合わせるには至っていない。

生物多様性
　これまでに得られたデータは全体的に、魚類、水鳥、
カメなど湿地に依存する生物種の減少が深刻である
ことを示している。特に熱帯では4分の1の生物種が
絶滅の危機に瀕している。1970年以降、内陸湿地
の生物種の個体数の81%、沿岸及び海洋生物種の
個体数の36%が減少している。
　評価を行った内陸および沿岸部の湿地に依存する
生物分類群のほとんどすべてが、高い世界的危機レ
ベル（10%以上の種が世界的危機に瀕する）を示した。
特に、ウミガメ、湿地に依存する大型動物、淡水爬
虫類、両生類、非海生軟体動物、サンゴ類、カニ類、
ザリガニ類がきわめて高いレベルの絶滅の危機（30%
以上の種が世界的危機に瀕する）に瀕している。絶
滅の危険は、増加しつつあるようである。水鳥類の
世界的危機レベルは比較的低いにもかかわらず、ほと
んどの個体群が長期に渡って減少している。サンゴ礁
に依存するブダイ類とニザダイ類の魚とトンボ類だけ
は危機レベルが低い。

水質
　水質もおおむね悪化傾向にある。1990年代以降、
ラテンアメリカ、アフリカ、アジアのほとんどすべて
の川で、水質汚染が悪化した。悪化は加速すると
予想されている。
　悪化の主な要因は、未処理排水、工場廃水、農
業排水、浸食、堆積物の変化である。過剰な窒素と
リンを含む水は、急速な藻類の成長と腐敗を引き起

こして、魚類などの生物を殺してしまうが、2050年
までに世界人口の3分の1が、そのような水にさらさ
れると考えられる。ラテンアメリカ、アフリカ、アジア
の川の3分の1では、過去20年間で糞便性大腸菌
が増加し、深刻な病原菌汚染が発生している。地下
水も含め多くの湿地で塩分が蓄積し、農業被害が生
じている。化石燃料由来の窒素酸化物と農業由来の
アンモニアは、酸性雨を引き起こしている。酸性の鉱
山排水も、汚染の大きな原因である。発電所や工場
からの熱汚染は酸素を減少させ、食物連鎖を変化さ
せ、生物多様性を減少させている。世界中の海洋で、
少なくとも5兆2500億個のプラスチック粒子が浮遊
し、存在し続けており、沿岸水域に甚大な影響を与
えている。OECD諸国の半分近くで、国の推奨基
準を超える量の殺虫剤が農業地域の水に含まれている。
これらの影響により、私たちの健康が損なわれ、生態
系サービスが害され、ますます生物多様性が損なわ
れている。

生態系プロセス
　湿地はきわめて生物学的な生産性が高い生態系
のひとつである。湿地は水を受け止め、貯え、排出
し、流れを制御し、生命を支えることで、水循環に
おける主要な役割を果たす。河道や氾濫原やそれら
と連結した湿地は、水文学上重要な役割を果たすが、
地理的に孤立した湿地の多くも重要である。しかし
ながら土地利用の変化と水制御インフラの構築により、
多くの河川水系の連続性や氾濫原湿地との連続性
が減少した。湿地は栄養素と微量金属の循環を制御し、
それらを含め、さまざまな汚染物質をろ過する。湿
地は地球上の土壌炭素の大半を貯えているが、将
来的には気候変動の影響で炭素供給源となる恐れ
があり、特に永久凍土地域ではその可能性が高い。

生態系サービス
　湿地の生態系サービスは、陸上生態系のそれを
はるかに上回る。湿地は米、淡水魚、沿岸魚など
の重要な食料と、淡水、繊維、燃料を供給する。
湿地は気候と水環境を調整する機能を持ち（調整サー
ビス）、汚染と災害の危険を減らす。湿地の持つ自
然の特徴が、文化的・精神的重要性を持つこともし
ばしばある。

現状と傾向
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変化の要因

　湿地の賢明な利用のためには、湿地の消失や劣
化の根本原因に対処できるよう、変化の要因を徹底
的に理解することが必要である。排水工事や湿地の
転用、汚染物質の流入、外来種の導入、資源や水
の採取、その他、水量や洪水頻度・乾燥頻度に影
響する行為によって、湿地の消失と劣化が続いている。
　これらの直接的要因は、一方でエネルギー、食料、
繊維、インフラ、観光、レクリエーションの提供に関
連する間接的要因に影響されている。気候変動は、
変化の直接的要因でもあり間接的要因でもある。し
たがって、気候変動の適応・緩和策は、それ以外
の湿地変化の要因の対処にも、乗数的効果を持つ
と期待できる。あらゆるレベルで気候変動が不確実
性を増大させている中で、人口、グローバル化、消費、
都市化などの世界の大きな流れも重要である。
　

　湿地はレクリエーションの機会を提供し、観光利益
をもたらす。生態系サービスに関する世界的データは 
ある程度存在するが、国や地域の政策決定に携わ
る人々のために、よりいっそう的を絞った情報が至急
必要である。
　湿地による炭素の貯蓄と隔離は、地球の気候の
制御において重要な役割を果たす。泥炭湿地と植物
に覆われた沿岸湿地は、大きな炭素吸収源である。
塩性湿地は毎年数百万～数千万トンもの炭素を固定
する。泥炭地は陸地面積のわずか3%しか占めてい
ないが、世界中の森林の2倍に匹敵する炭素を貯え
ている。しかし一方で、淡水湿地は温室効果ガスで
あるメタンの最大の自然発生源であり、特に管理が
不十分だとなおさらである。熱帯の貯水池もメタンを
発生し、水力発電が持つとされる炭素排出抑制効果
を帳消しにすることもある。
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　ラムサール条約の目的は、湿地の保全と賢明な利
用を推進することである。これにより湿地からの恩恵は、
国連持続可能な開発目標（SDGs）、生物多様性に
関する愛知目標、気候変動に関するパリ協定などの、
関連の国際責務の実現に確実に貢献する。ラムサー
ル条約の第4次戦略計画は、湿地消失の要因への
対処、湿地の賢明な利用の促進、条約の履行の推
進、ラムサール条約湿地ネットワークの効果的な保護・
管理などの条約の活動を先導する。条約の締約国
はすでに、世界の湿地の13～18%に当たる2300
か所、2億5000万ヘクタール（250万km2）の「国
際的に重要な湿地」の生態学的特徴の維持を約束し
ている。

ラムサール条約

　ラムサール条約は、世界の湿地消失の流れを逆
転させるよう、独自の立場を取っている。湿地に的
を絞った唯一の国際条約として、湿地に関する数多
くの世界目標を実現させるためのプラットフォームを
提供する。実際に湿地は、75のSDG指標に直接
あるいは間接的に貢献する。特に重要なのは、ラムサー
ル条約が、国連環境計画とともにSDG指標6.6.1
のデータ管理機関として、国別報告書から湿地の面
積の情報を集めて報告を行うという、リーダー的役
割を持つことである。ラムサール条約は、湿地が十
分に機能することで自然や社会への恩恵を各国政府
が実現できるよう、現時点で得られる最良の情報と
助言、政策提言の提供を通して、他の国際政策メ
カニズムを支え、協働と連携を育む、独自のプラット
フォームを提供している。
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湿地からの恩恵に対する意識を向上させ、湿地の存続のためにより一層強力なセーフガード（保護手段）を
設置し、各国の開発計画に湿地が確実に組み込まれるよう、今すぐに国際レベル、国レベルの行動を起こ
す必要がある。特に必要なのは以下の行動である。

対応策

• ラムサール条約湿地やその他の湿地保護区のネッ
トワークを強化する：2300か所を超える国際的
に重要な湿地がラムサール条約湿地として指定
されたことは心強いことである。しかし、指定だ
けでは不十分である。指定の効果が発揮される
よう管理計画が作成され、実施されなくてはなら
ない。これを達成した登録湿地は、未だ半分以
下である。

• ポスト2015開発アジェンダの計画と実施に湿
地を組み込む：持続可能な開発目標、気候変
動に関するパリ協定、仙台防災枠組などの、よ
り大規模な開発計画、開発行動に湿地を含める。

• すべての湿地が守られるよう、法体制や政治体
制を強化する：湿地に関する法や政策は、すべ
てのレベルにおいて分野横断的に適用されるべき
である。どの国にも、国としての湿地政策が必
要である。ここで重要になる手段は、ラムサール
条約が推奨し、多くの国々 の法に反映されている、
「回避－低減－代償という順の措置」である。湿
地を再生するよりも湿地への影響を回避するほう
が容易である。

• 賢明な利用を実現するために、ラムサール条約
のガイダンス（指導事項）を実践する：ラムサー
ル条約には、広範なさまざまなガイダンスがある。
生態学的特徴の変化に関する報告書、危機的
状況にある条約湿地のモントルーレコードやラム
サール諮問調査団など、ラムサール条約の枠組は、
湿地の保全と管理に関する課題の特定と解決に
役立つ。

• コミュニティや企業に、経済的・財政的インセン
ティブ（動機）を与える：湿地保全のための資金
調達は、気候変動対応戦略や生態系サービスに
対する支払いスキームなど、さまざまな枠組を通
して行うことができる。負の影響をもたらすインセ
ンティブを排除するのも有効である。税や認証、
企業の社会責任プログラムを通して、企業活動
が湿地保全の助けとなるように支援することもで
きる。行政の出資もきわめて重要である。

• 湿地管理に多様な視点を組み込む：湿地の持
つ複合的な価値が考慮されなくてはならない。適
切な政策決定を確実に行うためには、ステークホ
ルダーが、湿地のさまざまな生態系サービスを理
解し、それらが人間の生活や健康や幸福にとっ
て重要であることを知る必要がある。

• 国別湿地目録を作成し、湿地面積の変化を追跡
する：知識は、湿地保全と賢明な利用に向けた
革新的なアプローチを助ける。例としては、リモー
ト・センシング、フィールド・アセスメント（現地
調査と評価）、市民科学、先住民や地域の知恵
の採用などが挙げられる。湿地からの恩恵や変
化の要因の指標を設定して測定することは、賢
明な利用政策と順応的管理を支える鍵となる。

国際レベル、国レベル、集水域や各湿地レベルで、
湿地保全に効果のあるさまざまな方法が利用できる。
優れたガバナンスと一般の人々の参加は、全体を通
してきわめて重要で、管理、資金の投入、知識も
重要である。
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健全な天然の湿地は、人間の生存にとってきわめて重要である。
けれども湿地は、数多くの課題に直面している。湿地に関する条約（ラ
ムサール条約）は湿地に的を絞った唯一の法定国際条約である。こ
の条約は、湿地の保全と賢明な利用の推進に地球規模で取り組み、
持続可能な開発目標、生物多様性に関する愛知目標、気候変動に
関するパリ協定や他の関連責務の実現において、湿地が中心的役
割を確実に果たせるようにしている。本書『世界湿地概況』は世界
の湿地の現状と傾向を、その課題や対策とともに紹介する。
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Box 1.1

『世界湿地概況』の背景
『世界湿地概況』は、『ミレニアム生態系評価（MEA 
2005）』『地球規模生物多様性概況（生物多様性
条約2014）』『世界土地概況（UNCCD 2017）』
『土地劣化と再生に関する評価（IPBES 2018）』『生
態系と生物多様性の経済学（Russiほか 2013）』
などの分析に基づいて作成された。どの分析も皆、

湿地の消失と劣化ならびに生態系サービスと地
域コミュニティを支える湿地の重要性に言及し
ている。また本書は、ラムサール条約科学技術
検討委員会が、1993年の発足以来作成し、とり
まとめてきた文献も含め、膨大な量の公表文献
に基づいて作成された。

湿地は持続可能な開発のために 
世界的に重要である

　湿地は人間の生存にとって不可欠である。湿地は
世界で最も生産性の高い生態系を有し、数えきれな
い恩恵につながる生態系サービスを提供する（MEA 
2005；Russiほか 2013）。湿地には、湖や川から
湿原まで、恒久的あるいは季節的に冠水するさまざ
まな淡水域や、河口域や潟湖、マングローブや礁な
どの沿岸および海洋の水域がある。地球の水循環
は基礎生産と栄養循環を支え、人 に々淡水と食料を
与えてくれる。湿地は輸送や水力発電に利用される。
薬などの原料や遺伝資源も提供する。また、洪水を
緩和し、海岸線を護り、炭素を貯蓄・固定する。多
くの湿地は文化や精神的価値、レクリエーションやイ
ンスピレーションにとって重要である。これらの恩恵
のいくつかを図1.1にまとめて示す。
　人間の健康と幸福に寄与する湿地の貢献は、し
ばしば見過ごされたり、正当に評価されずにいたりす
る。その結果、湿地管理は開発計画の中で重要視
されてこなかった。ある分野のステークホルダーたち
は、視野の狭い、短期的利益に基づいて決定を下し、
複合的利益を得る機会を逸し、さらなる湿地の消失
と劣化を招いている。湿地の賢明な利用と持続可能
な開発を実現するためには、すべての分野の政策決
定者に、湿地の複合的価値と相互依存性を認識し、
考慮するよう促すことが必要である。効率的な湿地

管理のためには、多くの社会分野からの人々、特に
湿地がもたらす数多くの恩恵に預かる人々や、湿地
の管理や保全に影響力を持つ人 が々協働する必要が
ある。
　この報告書は、世界の湿地の現状と湿地による恩
恵について概要を示す。また、ラムサール条約戦略
計画2016-2024の進捗状況評価のための基準を
定め、持続可能な開発目標、生物多様性に関する
愛知目標、仙台防災枠組、気候変動に関するパリ
協定における湿地への注目度を高める。そして、湿
地の現状と変化の傾向を検証し、知識のギャップを
特定し、将来起こりうる変化を探る。本書『世界湿
地概況』は、悲観的な傾向も数多く紹介するが、成
功例や優良事例にも脚光を当てる。また、湿地の消
失と劣化の要因を探り、湿地に生きる人々やその他
のセクターに、さまざまな対策を紹介する。
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Box 1.2

図1.1
湿地がもたらす
生態系サービス

基盤サービス
基礎生産 栄養素の循環 地球の水循環

自然の中の聖なる地、
信仰の場

レクリエーション
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魚やその他の食物
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水力発電
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文化的サービス 供給サービス 調整サービス

湿地の賢明な利用
「ワイズユース（賢明な利用）」はラムサール条
約の核心で、すべての湿地に適用される。こ
れは、「持続可能な開発の考え方に立って、
生態系アプローチの実施を通じて、その生態
学的特徴の維持を達成すること」（ラムサー
ル条約2005）と定義される。人間の幸福や
健康は湿地の生態系サービスに依存している。
賢明な利用は、景観を視野に入れた湿地管
理と人間のニーズの管理に焦点を当てており、
優れたガバナンスに支えられた地域コミュニティ
との協働を通して進められる。湿地の開発に
は避けられないものもあるが、すべての湿地
においてそうとは限らない。締約国は、国の
政策や法律、目録作成、モニタリングや研究、
研修、教育、一般の人 へ々の普及啓発、統
合的湿地管理計画を通じて賢明な利用を推
進する。

ラムサール条約の役割

　「湿地に関する条約」は湿地に的を絞った唯一の
法的国際条約で、1971年にイランのラムサールと
いう都市で調印されたことから、ラムサール条約と
して知られている。条約は1975年に発効し、現在、
170か国が締約国となっている。条約が展開する賢
明な利用の枠組み（Box 1.2参照）は、持続可能な
開発に向けた世界的課題に、湿地が確実に組み込
まれるためのメカニズムを提供し、生物多様性、気
候変動、災害リスクの軽減、土地劣化に関する取り
組みを支えている。
　ラムサール条約は湿地について「湿地とは、天然
のものであるか人工のものであるか、永続的なもの
であるか一時的なものであるかを問わず、更には水
が滞っているか流れているか、淡水であるか汽水で
あるか鹹水であるかを問わず、沼沢地、湿原、泥
炭地又は水域をいい、低潮時における水深が6メー
トルを超えない海域を含む」とやや幅広く定義してい
る。ラムサール条約は、海洋沿岸域湿地、内陸湿地、
人工湿地の3カテゴリー、42の湿地タイプを規定し
ている（ラムサール条約事務局2010a）。
　締約国は、ラムサール条約の「柱」である3つの
基本的な義務を負う：
1. すべての湿地の保全と賢明な利用（Box 1.2参
照）；

2. 少なくとも1か所の国際的に重要な湿地（図1.2）
の指定と保全；

3. 国境をまたぐ湿地、共有の水系、共有の生物
種についての国境を越えた協力（Box 1.3参照、
Gardner & Davidson 2011）。

　ラムサール条約のもう一つの重要な概念は、湿地

の生態学的特徴、すなわち「湿地を任意の時点で
特徴付ける、生態系の構成要素、プロセスおよび恩
恵・サービスを組み合わせたもの」（ラムサール条
約2005）である。各国は、すべての湿地の生態学
的特徴を維持するよう奨励され、ラムサール条約湿
地で人間由来の変化が起きた場合は、事務局に報
告するとともに、その湿地を元の状態に戻すために
必要な行動をとることが求められている。
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図1.2
世界各地の国際的に
重要な湿地
出典：RSIS

Box 1.3

ラムサール条約は
国内でも国際的にも役立つ

国際協力
ラムサール条約は湿地の管理において国際協力を
求めている（ラムサール条約事務局2010b）。その
取組の一つが国境を越えた協力で、非公式な協力と、
国境をまたぐラムサール条約湿地の指定による協力
がある。このような条約湿地は20か所存在し、そ
のうちの二つ、ワッデン海（デンマーク、ドイツ、オ
ランダ）とモラヴァ川・ターヤ川・ドナウ川合流地氾
濫原（オーストリア、チェコ、スロバキア）は3か国
にまたがっている。ベナン、ブルキナファソ、カメルーン、
チャド、コートジボワール、ギニア、マリ、ニジェール、
ナイジェリアが参加するニジェール川流域機構のよう

な多国間管理共同体を通して、川の流域が協働で
管理されることもある。渡りをする種、渡りをしない種、
侵略的外来種など、共通する生物種の管理も重要
である。例として、ラムサール条約地域イニシアティ
ブのひとつである東アジア・オーストラリア地域フ
ライウェイ・パートナーシップや、より公式度の低い
西半球シギ・チドリ類保護区ネットワークとの協力
活動などがある。さらにラムサール条約は、地域協
力のための15のネットワークや研修と能力養成のた
めの4カ所のラムサール地域センターを持っている。

　現在、ラムサール条約湿地の数は2300か所余
りで、合計面積はグリーンランドの面積とほぼ同じ
およそ2億5000万ヘクタール（250万km2）であ
る。どの湿地も、国際的な重要性を示す9つの基準
（湿地タイプ、生態学的生物群集、水鳥・魚類な

どの種の存続基盤に関する基準）のうちの少なくとも
一つに該当する。ラムサール条約登録湿地は、地
球上の内陸湿地と沿岸湿地の13～18%を占めてお
り、締約国の相当な関与を示している（Davidson 
& Finlayson 2018）。
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地球規模の政策や目標における湿地

健全で生態学的に機能している湿地は、生物多
様性、持続可能な開発、土地劣化、気候変動、災
害リスク軽減などに関する他の地球規模の取組の達
成のカギを握るメカニズムである。

持続可能な開発のための 
2030アジェンダと持続可能な開発目標
湿地は、貧困、飢餓、健康、エネルギー、消費、

気候変動に焦点を当てた国連持続可能な開発目標
（SDGs）の17の目標と、それに付随する169の
ターゲット項目の多くを達成するうえで、中心的な役
割を果たす。これらの課題は、今後10年間の地球
規模の開発努力の達成課題になると考えられる。目
標15は特に「内陸淡水生態系およびそれらのサー
ビス」の保全と持続可能な利用を求めている。目標
14は沿岸域と海洋の保護を促している。目標6は
水関連生態系の変化に関する目標を掲げて、水と
衛生に焦点を当てており、ラムサール条約のデータ
を利用する予定である。SDGsのいくつかは、愛知
目標（以下参照）をモデルにしており、同目標同様、
2020年以降に改訂される予定である。

愛知目標
生物多様性に関する「愛知目標」は生物多様性

条約の生物多様性戦略計画2011-2020の一部で、
実質的にそのすべてが湿地に当てはまる（Juffe-
Bignoliほか 2016）。目標のいくつかは生態系の
消失の停止を目指しており、その中には、2020年
までに自然生息地消失の少なくとも半減、理想的に
は根絶を目指す目標5や、2020年までに少なくとも
陸域および内陸水域の17%、また沿岸域および海
域の10%が、「効果的、衡平に管理され、かつ生
態学的に代表的な良く連結された保護地域システム
やその他の効果的な地域をベースとする手段を通じて」
保全されることを目指す目標11などが含まれている。
目標10はサンゴ礁の保全、目標6は水生生物の持
続可能な利用、目標7は水産養殖の管理に焦点を
当てている（CBD 2010）。

土地の劣化の中立性
国連砂漠化対処条約は、これ以上の土地の劣化

への流れを止めるため、土地の劣化の中立性に向
けた目標を定めている。さまざまな土地の劣化の形
態の多くは水の管理に関連しており、さらに土地の
劣化は、泥炭地、河口域、河川などの湿地に直接
影響を与える。その中には世界の劣化ホットスポット（特
に劣化の顕著な場所）も含まれる。
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国際協定における湿地

パリ協定
2015年12月、国連気候変動枠組条約のもと、

196か国が気候変動の緩和と適応に関する意欲的
な計画に同意した。これにより各国は気候変動に対
処するため、湿地からのものを含む、自然に基づく
解決策を主要構成要素とする「国別目標（NDCs）」
を作成するよう求められている。これらの目標は、
適応と緩和においてきわめて重要な役割を持っており、
後者（緩和）は特に、泥炭土壌と、沿岸水域のブルー
カーボンにおける、二酸化炭素の吸収と固定を通し
て行われる（ラムサール条約2015）。湿地保全管理
をNDCsに含めることを各国に促す働きかけは、高
い優先度を持つ。

仙台防災枠組
2015年3月、国連防災世界会議において、15

年間に渡る自発的災害リスク軽減戦略である仙台防
災枠組2015–2030が採択された。この拘束力の
ない協定は、「災害リスク軽減を組み込んだ総合的
環境・天然資源管理アプローチの実施」の必要性を
認めている。ここでは、洪水の危険を減らし、暴風
雨の被害を和らげる湿地の役割について触れ、強靭
なコミュニティづくりにおける湿地の重要性が強調さ
れている。

生物多様性関連の多国間協定
湿地と湿地に依存する生物種は、「生物多様性条約」

「移動性野生動物種の保全に関する条約（本条約
のアフリカ・ユーラシア渡り性水鳥保全協定も含む）」
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引
に関する条約」「世界遺産条約」など、生物多様性
に関連するその他の多国間環境協定によって守られ
ている。事務局レベルの協働は、生物多様性連絡
グループや多国間環境協定の過程への参加を通じ
て行われている。科学的、技術的協力は、高病原
性鳥インフルエンザ対策（Gardner & Grobicki 
2016）や、内陸・沿岸・海洋各水域生態系の迅速
な生態学的評価に関する指導（生物多様性条約とラ
ムサール条約2006）、土地の劣化の中立性に対す
る国連砂漠化対処条約との共同作業（ラムサール条
約とUNCCD 2014）などの新たな課題も含め、合
同ミッションや組織的指導を通して行われている。
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ラムサール条約は、世界の湿地の現状と傾向を継続的に把握して
おり、それが持続可能な開発目標6の進捗状況の評価に役立って
いる。天然の湿地は、内陸、沿岸、海洋の各環境で減少し、人工
湿地のわずかな増加も、それを補うことはできていない。湿地に依
存する種の個体数は減少し、多くは絶滅のおそれがある。世界中
で水質は悪化し続けている。それでも湿地は、その生態系サービス、
とりわけ食料および水の安全保障、防災・減災、炭素の固定にお
いてきわめて重要である。経済と生物多様性における湿地の価値は、
多くの陸上生態系をはるかにしのいでいる。

2. 現状と傾向

16    Ramsar  |  世界湿地概況 Global Wetland Outlook  |  2018



図 2.1
生態学的特徴の概念
図：湿地を特徴づける
構成要素、プロセス、
生態系サービスで表さ
れる（Finlayson ほか 
2016より）

BOX 2.1

湿地の生態学的特徴（ラムサール条約2005）
図2.1に示す通り、2005年、ラムサール条約は湿
地の「生態学的特徴」を「特定の時点でその湿地を
特徴づける生態系の構成要素、プロセス、恩恵・サー
ビスの組み合わせ」と再定義した。
2005年の「賢明な利用」の定義の変更に伴い、現
在、締約国には、かつてのような「国際的に重要な
湿地（ラムサール条約湿地）」だけでなく、「すべて

の湿地」の生態学的特徴を維持することが求められ
ている（Finlaysonほか 2011）。さらに条約は、技
術開発、汚染、あるいはその他の人の介入により、
ラムサール条約湿地の生態学的な特徴が、すでに
変化しており、変化しつつあり、または変化するお
それがある場合には、報告を行うことを締約国に求
めている。

ラムサール条約は、世界の湿地の 
現状と傾向を継続的に把握している

湿地の生態学的特徴の維持というラムサール条
約の義務には、生物多様性条約の生態系アプロー
チが含まれる。

ラムサール条約締約国は、「賢明な利用」を通し
てすべての湿地の「生態学的特徴」を維持すること
を明確に求められており、湿地の現状と傾向の分析
は、ラムサール条約が定義する湿地の生態学的特徴
（Box 2.1）にもとづいて行われている。したがって
この分析は、情報が得られる範囲で、湿地の生態
学的特徴を成す生態系の構成要素、プロセス、サー
ビスを対象としている。湿地面積などの湿地の生態
学的特徴に関するデータは、湿地目録を通して締約
国から集められており、2018年1月から、これらの
データは各国が条約に提出する国別報告書に含めら

れている。ラムサール条約は国連持続可能な開発目
標の指標6.6.1（水関連生態系面積の経時変化）に
ついて、国連環境計画とともにデータ管理機関をし
ているので、これらのデータは公式報告メカニズムと
して利用されることになる。

• 供給サービス
• 調整サービス
• 基盤サービス
• 文化的サービス

生態系
サービス• 生物学的要素

 - 遺伝子
 - 種
 - 生態系
• 化学的要素
• 物理的要素

構成要素

• 水文学的循環
• 栄養素循環
• エネルギー循環
• 土壌形成
• 基礎生産
• 種間相互作用
• 分散・渡り

プロセス
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図 2.2
湿地面積の地域別割合
（%）（D a v ids on ほ
か  2018より）
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世界の湿地面積データの
正確性が向上している

世界の内陸および沿岸の湿地面積の最新の推
計値は、1210万km2余りである。このうち54%
が恒久的に冠水し、46%が季節的に冠水する。さ
らに推計520万km2が断続的あるいは一時的に
冠水するが、これには、強い暴風雨に影響されか
つて湿地となった場所も含まれると考えられる。湿
地のおよそ93%が内陸湿地で、7%が海洋また
は沿岸の湿地である。だがこの沿岸湿地の推計に
は、沿岸近くの潮下帯湿地など、ラムサール条約
の定義にあてはまるいくつかの湿地タイプは含まれて
いない。世界の人工湿地の面積は比較的狭く、貯
水池は30万km2、水田は130万km2と推計さ
れている（Davidsonほか 2018；Davidson & 
Finlayson 2018）。

世界の推計湿地面積は、1980年代以来かなり
増加した。これは主に、近年のリモートセンシングと
地図の製作手法の進歩によるもので、実際の湿地
面積の増加を反映したものではない（Davidsonほ
か 2018）。
湿地面積（図2.2）が広いのはアジア（世界の湿
地面積の32%）、北アメリカ（27%）、ラテンアメリ
カとカリブ諸国（16%）である。ヨーロッパ（13%）、
アフリカ（10%）、オセアニア（3%）の湿地面積は
比較的狭い（Davidsonほか 2018）。
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天然の湿地は減少し、 
人工の湿地は増加している

図 2.3
WE T 指 数 が 示 す、
1970年以降の世界
各地の天然の湿地面
積の変化。出典：UN 
WCMC （2017）
注：WET指数は、報告事
例のみの変化を分析したも
ので、各大陸の全湿地面積
の変化を示すものではない。

図 2.4
WET 指 数 が 示す、
1970年以降の世界の
人工湿地面積の変化。
出典：UNEP-WCMC
（2017）
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現在残っている天然の湿地は、もとの湿地のごく一
部でしかなく、天然の湿地は世界中ほとんどの場所
で、排水工事や土地転換により何世紀もの間、徐々
に減少してきた（Box 2.2参照）。データが存在する
場所だけでも、西暦1700年以降、地球の湿地資源
の87%近くが失われ（地球全体の合計ではない可能
性あり）、その速度は20世紀後半になって加速してい
る（Davidson 2014）。しかし、世界の冠水地域と
開水面の（天然の湿地と人工湿地を合わせた）面積
変化に関する最近の評価では、別 の々期間で純減を
示すものと（Prigentほか 2012；Schroederほか 
2015）と純増を示すもの（Pekelほか 2016；Box 
2.4)、両方の報告がある。

2014年から、ラムサール条約は国連環境計画・
世界自然保全モニタリングセンターに委託して、各
湿地のサンプルに基づく、湿地面積変化指数（WET
指数）の算出を行っている。WET指数は、1970
年から2015年までの2000以上の時系列データを
照合し、それを地域と湿地分類毎に細分したもので
ある。これにより平均的傾向が集積・分析されている。

2017年にこの調査はすべてのラムサール条約地
域に拡張され、継続的な減少傾向を明らかにしてい
る（UN WCMC 2017）。これによれば、1970
年から2015年にかけて調査を実施した天然の湿地
は、沿岸と海洋、および内陸のいずれにおいても約
35%面積が減少し、湿地の平均面積は、12%（オ
セアニア）から59%（ラテンアメリカ。サンプリング
の対象となった湿地のうち、オリノコ川とアマゾン川
を除く主にカリブ海地域のデータより）と差があるも
のの、すべての地域で減少したと考えられる（表2.3）。

WET指数によって推定される、1990年から
2015年までの間の天然の湿地の年平均消失割合は
－0.78%で、自然林の年平均消失割合（－0.24%）
（FAO 2016a）の3倍以上速いスピードである。
自然湿地消失のスピードは、1970年から1980年
にかけての年－0.68～－0.69%から、2000年以
降の年－0.85～－1.60%へと加速している。
これとは対照的に、人工湿地は1970年代（およ
びそれ以前）以降増加していて、中には天然の湿地
から転用されたものもある。貯水池の面積は約30%、
水田は約20%増加した（Davidsonほか 2018）；
以下（24ページ）参照。WET指数によれば、人工
湿地の面積は天然の湿地に比べると比較的少ないが、
調査を行った各地域では、1970年以降人工湿地
が倍増したことがわかった（Davidsonほか 2018）。
入手できたデータが限定されるため、地域ごとの傾
向は計算できなかった。
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地中海地方の湿地における湿地面積の傾向
地中海地方の約400か所の湿地について、湿地面
積変化（WET）指数を算定したところ、1970年か
ら2013年の間に、天然の湿地の48%が消失した
という結果が出た。このことは、この地域の湿地の
状態が、周囲の3つの大陸（アフリカ42%、アジ
ア32%、ヨーロッパ35%）より悪かったことを示し
ている（UN WCMC 2017）。これは、前述の400
か所の4分の3のみを調べて、1975年から2005
年の間に天然の湿地の9%が消失したとする、過
去の算定値とは対照的である。消失の数字がこの

ように小さくなったのは、未だに広い面積を保って
いる湿地のみを対象とし、2005年までに完全に、
あるいは大部分が失われた湿地を除外したことがひ
とつの原因である。逆に、それ以外の湿地につい
て報告した文献では、大幅に減少した湿地が報告
される傾向が強く、過大な減少の報告につながりが
ちである。この相反する二つの統計処理結果のゆ
がみは、地域の湿地消失を計算する際のサンプリン
グ方法による影響を物語っている。
出典：Mediterranean Wetland Observatory (2018)

ヨーロッパの湿地の変化は
世界の傾向を物語る

2000年以上にわたるヨーロッパの土地利用変化は、
主に農業と都市開発のための大規模な湿地排水で
あった。特に変化が大きかったのは、農業や港、工
業開発のために利用された河口域（Davidsonほ
か 1991）と、河川流域や氾濫原である。貯水池や
その他の水貯留施設の建設などにより、多くの湿地
の生態学的特徴が変化した。イベリア半島では、主
要な川のすべてにダムが建設された（Nicolaほか 
1996）。動植物の生息環境の消失は、生態系の機
能とサービスを損ね、その影響は特に沿岸漁業で深
刻である（Lotzeほか 2005；Lotze 2007）。例
としては、ワッデン海（Erikssonほか 2010）や多
くの天然カキ礁の消失（Airoldi & Beck, 2007）
がある。プロジェクトMAR（温帯湿地の保全管理プ
ロジェクト）は、1960年代に国際的に重要な湿地の

国別目録（IUCN 1965）を照合し、1940年代から
湿地の消失が加速していることを発見した。「1960
年から1965年にかけて、ヨーロッパの海岸線は毎
日１kmずつ開発された」としている（Airoldi & 
Beck 2007）。20世紀と21世紀初頭に、ヨーロッ
パの沿岸湿地と内陸湿地が大幅に減少したと報告し
ている（Davidson 2014）。逆に、貯水池を埋め
立てたり、砕石場や砂利採掘場に水を貯めたり、排
水工事をした湿地を再生したりして、新たな湿地も作
り出された（Hertzman & Larsson 1999など）。
WET指数は、1970年以降、ヨーロッパの内陸湿
地と沿岸湿地が全体で約35%減少したことを示して
いる（UN WCMC 2017）。
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地球の地表水域面積の傾向
1984年から2015年の間に、年間を通じて存在
する恒久的な地表水域（淡水と塩水）はおよそ9万
km2失われたと推定される（世界の測定済み水域
面積の2%）。この減少は、新たに生まれた21万
km2の恒久的水域によって相殺される。そのうちの
3万km2は季節的水域が恒久的水域になったもの
で、18万 km2は地表水がなかった場所に恒久的

水域が形成されたものである。恒久的水域の純面
積は、わずかな純減（1%）を示したオセアニアを除
くすべての大陸域で増加を示している（Pekelほか  
2016）。これらのデータは、干ばつや洪水などの
極端な事象を考慮に入れ、評価を行った期間と関
連付けながら解釈されねばならない。

Box 2.3

図 2.5
天然の内陸湿地の面
積割合（%）（表2.1よ
り） 6% 29% 27% 6% 22% 10%
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天然の内陸湿地の面積は 
変化しており、概して減少している

ラムサール条約の締約国は、第13回ラムサー
ル条約締約国会議に向け各国の湿地面積を報告し、
暫定的な国別データは提供されているが、それで
も各国の湿地タイプの面積、分布、変化に関する
データはいまだに不完全である。今後の報告によっ
て、地域レベル、世界レベルで集められる各国のデー
タや、内陸、海洋・沿岸、人工湿地といったラムサー
ル条約の湿地分類に沿った国別データが、遠から
ず手に入るだろう。このメカニズムによって、水関
連生態系の面積に関するSDGsの指標6.6.1を
計測するために、一般に受け入れられている湿地
の国際定義に沿った国別の有効データが提供され
るだろう。複数の情報源から、さまざまな湿地タイ
プに関する情報が収集されている（Davidson & 
Finlayson 2018）。しかし、ラムサール条約で分
類される42の湿地タイプすべてについての個別情
報は得られていない。したがって、以下の説明では
一般的な湿地分類を利用した（表2.1～2.3参照）。

内陸の天然の（地表）湿地は大きく分けて、泥
炭地、沖積土壌に形成された湿原や沼沢地、自
然湖沼の3タイプの湿地によって占められる。こ
れらを合計すると、世界の内陸地表湿地のおよそ
80%になる（図2.5）。泥炭地は全体で内陸湿地
の30%余りを構成している。河川や森林性泥炭地、
沖積土壌に形成された沼沢地や湿地林の面積は、
それほど広くない。地下水に依存するさまざまな
タイプの湿地の面積については全く情報がないが、
地球の陸地全体に広がる約1900万km2の炭酸
塩岩の下には、内陸と沿岸の地表の湿地を合わ
せたよりも広い地下湿地が広がっていると考えられ
る（Williams 2008）。
データが存在するほとんどのタイプの内陸湿地は、
地球全体で面積が減少している。世界の泥炭地で
は、1990年から2008年までの間に全体として大
きな変化はほとんどなかったが、森林性泥炭地と
熱帯の泥炭地は大きく減少した。樹林のない泥炭
地は若干増加したという報告があるが（Joosten 
2010からのデータ）、これは一部、森林性泥炭地
からの転換である可能性がある（表2.1）。
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表2.1
天然の内陸湿地の面
積とその変化
（出典：Davidson & 
Finlayson 2018）
水色部分は情報なし

実質的面積変化：
è	変化なし 
（±5%） 
ê	減少 
（5～50%）
é	増加 
（+5～50%）

内陸湿地の変化

天然の内陸湿地 地球上の総面積（100万km2）

湿地タイプ 従属する
湿地タイプa

世界全体の面積
変化（増減率）b

世界全体の 
面積変化 

（実質的変化）c

河川 0.624-0.662  ê

自然湖沼 3.232-4.200  ê

自然湖沼（>10 ha） 2.670  ê

自然湖沼（1-10 ha） 0.562  

泥炭地 4.232 -0.97 è

樹林のない泥炭地
（高層湿原、中間湿原、低層湿原） 3.118 +6.80 é

森林性泥炭地 0.696 -25.32 ê

熱帯の泥炭地 1.505 -28 ê

温帯・寒帯の泥炭地 3.380  

（沖積土に形成された）湿原・沼沢地
（氾濫原を含む） 2.530  ê

（沖積土に形成された）熱帯の淡水沼沢地 1.460  ê

（沖積土に形成された）湿地林 1.170   

地下水に依存する湿地   

カルスト、洞穴水系  

泉、オアシス   

地下水に依存するその他の湿地   
a 従属する湿地タイプは、「湿地タイプ」とは別の基準に従って分類されたので、数値の合計が必ずしも各湿地タイプの数値と一致するとは
限らない。温帯・寒帯の泥炭地と熱帯の泥炭地の合計面積は、樹林のない泥炭地と森林性泥炭地の合計面積とは異なる。これらはむしろ、す
べての泥炭地を対象とした、別個の空間分類である。
b 面積変化（増減率）は元データと湿地タイプによって年代幅が異なり、泥炭地、樹林のない泥炭地、森林性泥炭地は1990～2008年、熱帯
の泥炭地は2007～2015年である。
c 面積変化の割合が得られていない場合の実質的面積変化は、比較的狭い面積の湿地分類に関する一連の公開資料からその傾向を解釈し
て判定した。（Davidson & Finlayson 2018より）。
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図2.6
海洋および沿岸の天
然の湿地の面積割合
（表2.2より）

地球上の総面積（100万km2）

湿地タイプ 従属する 
湿地タイプa

世界全体の面積 
変化（増減率）b

世界全体の面積変化 
（実質的変化）c

河口域 0.660 ê-êê 

植物の生えていない干潟 0.458 ê-êê

塩性湿地 0.550 ê

沿岸デルタ >0.030 -52.4 êê

マングローブ 0.143 -4.3 è

海藻・海草藻場 0.177 -29 ê

サンゴ礁（温暖な水系） 0.284 -19 ê

貝殻礁 -85 êê

沿岸の礁湖・潟湖 ê

コンブ群生地 －0.018 è

潮下帯の浅瀬 ê

砂丘／海浜／岩礁

沿岸のカルスト・洞穴
a 従属する湿地タイプは、「湿地タイプ」とは別の基準に従って分類されたので、数値の合計が必ずしも各湿地タイプの数値と一致すると
は限らない。
b 面積変化（増減率）は元データと湿地タイプによって年代幅が異なり、沿岸デルタは1986～2000年、マングローブは1996～2016年、
海藻・海草藻場は1879～2005年、サンゴ礁は歴史的年代～2008年、貝殻礁は歴史的年代～2010年、コンブ群生地は1952～
2015年である。 
c 面積変化の割合が得られていない場合の実質的変化は、比較的狭い面積の湿地分類に関する一連の公開資料からその傾向を解釈して
判定した。（Davidson & Finlayson 2018より）。

表2.2
海洋および沿岸の天
然の湿地の面積とその
変化（出典：Davidson 
& Finlayson 2018； 
Global Mangrove 
Watch）水色部分は
データおよび情報なし

実質的面積変化： 
è	変化なし 
（±5%）

ê	減少 
（-5-50%）

êê減少 
（>-50%）

é	増加 
（+5-50%）

                28%                                 34%                   2%  8%      11%           17%

 植物の生えて 
いない干潟

 塩性湿地
 沿岸デルタ
 マングローブ
 海藻・海草藻場
 サンゴ礁 
（温暖な水系）

天然の沿岸・海洋湿地の面積も 
経年的に減少している

天然の海洋・沿岸湿地のうち、特に面積が大き
いのは、植物の生えていない干潟と塩性湿地とサン
ゴ礁で、合わせると世界合計の80%近くを形成し
ており、マングローブと藻場の面積は少ない（図2.6）。
砂丘、海浜、磯、貝殻礁、コンブ群生地、潮下帯
の浅瀬などの情報はないため、これらの場所の数字
は含まれていない。このうち潮下帯の浅瀬の面積は
大きく、貝殻礁とコンブ群生地の面積は小さいと考
えられる。

沿岸の天然の湿地はほとんどどのタイプも、地球
全体で面積が減少しており（表2.2）、その多くにか
なりの減少が見られる（沿岸デルタ、藻場、貝殻礁）。
例外はコンブ群生地で、世界のある場所では減少、
別の場所では増加というように変化の傾向は場所によっ
て大きく異なる。
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人工湿地 地球上の総面積
（100万km2）

世界全体の面積変化 
（増減率）a

世界全体の面積変化 
（実質的変化）b

貯水場所

貯水池 0.443 +31.6 é

小さい池（農業用など） 0.077 é-éé

農業用湿地

水田 1.290 +30.2 é

パームオイル農園 0.002 +39 é

湿潤な草地 ê

排水処理場／造成された湿地 é

塩田

水産養殖池

人工のカルスト・洞穴

人工湿地面積は増加している

表 2.3
人工湿地の面積とその
変化（出典：Davidson 
& Finlayson 2018）水
色部分はデータおよび
情報なし

a 「面積変化（割合%）
は元データと湿地タイ
プによって年代幅が異
なり、貯水池は1970
～ 2012年、稲作地
は 1965～ 2014年、
パームオイル農園は
1990~2015年である。

b 面積変化が得られて
いない場合の「実質的
変化は、比較的狭い面
積の湿地分類に関す
る一連の公開資料から
その傾向を解釈して判
定した。（Davidson & 
Finlayson 2018より）。

è	変化なし（±5%）
ê	減少（5～50%）
é	増加（+5～50%）
éé増加（>+50%）

天然の湿地が減少する一方で、人間が作った湿
地は増加し続け、必ずしもそうだとは限らないが、多
くの場合、天然の湿地に取って代わっている。人工
湿地の大半は水田あるいは貯水池などの貯水施設
で、それよりかなり狭い面積を、小さな池、熱帯の
泥炭土壌に作られた油ヤシやパルプ材のプランテー

ションが占めている。湿性草地、塩田、水産養殖池、
廃水処理用池の世界面積データは得られていない。
1960年代以降、ほとんどのタイプの人口湿地は世
界的に著しく増加しており（表2.3）、現在では世界
の湿地面積のおよそ12%を占めると考えられる。
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湿地に依存する多くの生物種の 
個体数が減少している

図2.7
淡水、海洋、陸上の
各バイオームの生き
ている地球指数2016
年。陸上バイオームに
は熱帯林、温帯林、草
地、低木林、砂漠が
含まれる。出典：WWF
（2016）を基に編集。

生きている地球指数 
 陸上 
 海洋 
 淡水

図2.8
湿地に依存する各生
物分類群の存続可能
性を示すレッドリスト指
数の変化。出典：バー
ドライフ・インターナ
ショナル（2015）
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湿地に依存する生物種の多くは長期に渡って個体
数が減少し、絶滅の危機に瀕しているという以前の
分析が、最近の評価によって裏付けられた。

IUCNのレッドリストは、動植物種の絶滅の危機
レベルの評価を行っており、そこから以下のことがわ
かった：
• 世界全体で評価が行われた、湿地に依存する生
物種1万9500種のうち、4分の1（25%）が絶
滅の危機に瀕している；

• （調査した1万8000種あまりのうち）内陸湿地に
依存する生物種の25%が世界的な危機にさらさ
れており、うち6%が深刻な危機（CR）のカテゴリー
に分類されている；

 ‒ 内陸に生息する生物種では、河川に依存する
種（34%）のほうが、湿原や湖に依存する種
（20%）より、世界的な危機に瀕する種の割合
が高い

 ‒ 内陸湿地に依存する生物種は、同類で陸生
のものより絶滅の危険が高い（Collenほか 
2014）

• 沿岸部や沿岸水域の海洋生物については、評価
種数がはるかに少なかった（1500種未満）が、世
界的危機レベルは同程度（23%）で、そのうち深
刻な危機（CR）に分類されているものはわずか
1%であった。
生きている地球指数（LPI）は、脊椎動物種個体
群の個体数の経時変化の平均を計算したものである。
計算するのは変化の割合で、個体数の変化そのも
のではない。そこから以下のことがわかった：
• 1970年以来、世界中で淡水生物種の81%が個
体数を減少させた（図2.7）。これは、他のどの生
態系に依存する生物種の減少割合よりはるかに大
きい数字である（WWF 2016）；

• 1979年から2008年の間に、温帯地域の淡水生
物種の指数が36%増加したが、熱帯地域の指数
は70%減少した（WWF 2012）；

• 淡水LPIとは対照的に、2016の海洋LPIの
36%減少の大半は、1970年から1980年代後
半の間に起き、その後この傾向は、1988年以降
に世界の漁獲量がきわめて低い個体数レベルで安
定すると、それを反映して安定した（WWF 2016）

（図2.7）。
IUCNレッドリストのデータから算出されるレッド

リスト指数（RLI）は、さまざまな種グループの生
存可能性の傾向について評価を行ったものである
（Butchartほか 2007）：

• データが得られた、湿地に依存する4つの分類群
（哺乳類、鳥類、両生類、サンゴ類）のすべてに
おいて、RLIはマイナス傾向で（図2.8）、生物種
がどんどん絶滅に向かっていることが示された；

• 最も減少速度が速いのはサンゴ類だった（特に海
洋の酸性化と温暖化に関連する白化現象に起因
する）;

• RLIの数値が最も低いのは両生類で、最も深刻
な危機（特にカエルツボカビ病を原因とする）にさ
らされていることを示している；

• 水鳥類は1980年代後半から継続的に減少している。
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湿地に依存する生物種の地域ごとの傾向は、
熱帯が最も危機的であることを示している

図2.9
各生物地理区におけ
る、世界的な危機に瀕
する淡水性脊椎動物と
淡水性十脚類（カニ・
ザリガニ）の割合（熱帯
地域：赤、その他の地
域：青）。出典：Collen
ほか（2014） 0
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図2.10
アフリカの淡水性生物
の現状（Darwall ほか  
2011より）

熱帯各地の淡水生物種の状況
アフリカ大陸　アフリカでは、評価を行った淡水生
物分類群のうち、世界的危機の度合いが最も大き
いのは軟体動物（41%）で、続いて両生類（31%）、
カニ類（28%）、魚類（27%）であった（Darwallほ
か 2011）。

マダガスカルとインド洋諸島　多くの淡水生物分
類群、特に水生植物（80%）、ザリガニ類（67%）、
両生類（49%）、魚類（43%）、非海生軟体動物
（30%）が世界的危機に瀕している（Máiz-Tomé
ほか 2018）。

インドビルマ地域、ヒマラヤ東部、西ガーツ山脈　
インドビルマ地域では、湿地に依存する哺乳類の
77%、カニ類（34%）、両生類、魚類、軟体動物
（いずれも17%）など、数多くの種が世界的危機
に瀕しているが深刻な危機（CR）に分類されている
ものは少ない（2%）。ヒマラヤ東部と西ガーツ山脈
地域では、魚類（それぞれ18%と37%）、西ガー
ツ山脈では両生類（41%）の危機の度合いが高く、
その他の分類群では、ヨーロッパやアフリカよりも、
危機の度合いが低い（Allenほか 2010, 2012；
Molurほか 2011）。

熱帯アンデス　熱帯アンデスに生息する淡水性生
物のうち、18%が世界的な危機に瀕していて、う
ち4%が深刻な危機（CR）に分類されている。危機
の度合いがきわめて高いのは、軟体動物（38%、
うち15%が深刻な危機（CR））と水生植物（33%、
うち8%が深刻な危機（CR））である（Tognelliほか 
2016）。

0 20 40 60 80 100

トンボ類
エビ類
水生植物
魚類
カニ類

軟体動物
両生類

 深刻な危機（CR）
 危機（EN）
 危急（VU）
 準絶滅危惧（NT）・ 
低懸念（LC）

すべての地域、すべての分類群についてではない
が、淡水生物種や個体群の地域ごとの状況と変化
の傾向が、IUCNのレッドリストを基に評価されてい
る。世界的危機に瀕している生物種の割合は、危
機レベル評価を行った現存種のデータから算出された
（絶滅種と情報不足の種は除外される）。
さまざまな生物地理学的な領域（おおむね類似

した進化史を有する地域）における、世界的な

危機に瀕する淡水生物分類群の割合は、地域に
よって20%から37%の間となっており（図 2.9）
（Collenほか 2014）、危機の度合いは熱帯が 
最も大きい。さらに細分化した地域ごとに見ると、湿
地に依存する生物種の世界的危機レベルは、地域
によって大きく異なる（表2.4）。評価を行った地域
の中では、マダガスカル（湿地に依存する生物種の
43%が世界的危機に瀕している）、ニュージーラン
ド（41%）、ヨーロッパ（36%）、ラテンアメリカの
熱帯アンデス（35%）が最悪な状況にあり、アフリカ
（25%）、アラビア半島（22%）も深刻な問題を抱
えている。危機レベルが低いのは、アジアの一部（イ
ンドビルマ地域、ヒマラヤ東部、インド（10～19%）、
北アメリカ（20%）、地中海地方東部（19%）、オセ
アニア太平洋諸島（12%、淡水魚のみ）である。と
ころがここでもいくつかの分類群は危機に瀕しており、
例えば、インドビルマ地域のカニ類と哺乳類、インド
の両生類と淡水魚類、北アメリカの淡水エビ類、地
中海地方東部の非海生軟体動物、十脚類、淡水魚
類などである。
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湿地に依存する生物種の変化の傾向

1. アフリカ大陸部: Darwallほか 2011; マダガスカル: Máiz-Toméほか 2018; インドビルマ地域: Allen ほか 2012;ヒマラヤ東部: 
Allenほか 2010; インド: Molurほか 2011; アラブ半島: Garciaほか 2008; 熱帯アンデス:Tognelliほか 2016; ヨーロッパ: バードラ
イフ・インターナショナル 2015a, Bilzほか 2011, Cuttelodほか. 2011, Freyhof & Brooks 2011, Kalkmanほか 2010, Temple 
& Cox 2009, García Criadoほか 2017; オセアニア太平洋諸島: Pippard 2012; 地中海地方東部: Smithほか 2014; その他: レッ
ドリスト・データベース 2017.3 （評価日：2017年10月30日）。
*固有種のみ
**水鳥類は、多くの種類についてレッドリスト評価が行われているが、この分類群（水鳥類）が、淡水性生物に関する地区別レッドリスト評
価の対象となることは少なかった。

表2.4
湿地に依存する内陸
性生物分類群の地域
別世界的危機の度合い
（出典：IUCN淡水レッ
ドリスト発表文献、レッド
リスト・データブック１）

 世界的危機の度合い（%）

地域 地区

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
・
シ
ダ
類

淡
水
性
維
管
束
植
物

非
海
生
軟
体
動
物

カ
ニ
類

ザ
リ
ガ
ニ
類

淡
水
性
エ
ビ
類

ト
ン
ボ
類

淡
水
魚
類

両
生
類

水
鳥
類**

湿
地
に
依
存
す
る
哺
乳
類

評
価
済
み
分
類
群
全
体

アフリカ アフリカ大陸部  24  41 28  19 11 27 31   25

マダガスカル・ 
インド洋諸島  80* 30 15 67 4 7 43 49   43

アジア アラブ半島  16 24 0   29 50    22

インドビルマ地域  2 17 34  0 4 17 17 12 77 13

ヒマラヤ東部  2   8 2 18   10

インド  9 12 11  4 3 37 41   19

ヨーロッパ ヨーロッパ 40 8 59  67 41 16 40 23 15  36

地中海地方東部  3 45 44 7 41 33 5 38 19

ラテンアメリ
カ・カリブ諸国 熱帯アンデス  33 38    15 16    35

北アメリカ 北アメリカ     20 40  20 22   20

オセアニア ニュージーランド   47  0 0 0 49 75   41

オセアニア 
太平洋諸島        12    12

 世界的危機にあ
る種が10%未満

 10～25%

 25%より多い

 分類群ごとの 
評価なし
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湿地に依存する生物種（分類群）の現状

表2.5
湿地に依存する生物種
の分類群別世界的危
機状況の概要（IUCN
レッドリスト） 

 世界的危機にあ
る種が10%未
満

 10～25%

 25%より多い
1 IUCN レッドリストの
ランク: 深刻な危機
（CR）；危機 （EN）； 
危急 （VU）
2ヨーロッパのみ
3特定の地理区のみ

湿地に依存する生物の分類群別世界的危機状況

湿地に依存する生物分類群 世界的危機に瀕する
種の割合（%）

深刻な危機（CR）
の割合（%）

ヒカゲノカズラ・シダ類2 36 不明

淡水性維管束植物3 17 4

海藻・海草類 16 0

マングローブ 17 3

サンゴ類 33 1

非海生軟体動物3 37 10

カニ類 32 5

ザリガニ類 32 10

淡水性エビ類 28 4

トンボ類 8 1

魚類

淡水魚類 29 5

サンゴ礁の魚類（ブダイ類とニザダイ類のみ） 2 0

両生類 35 9

爬虫類

淡水性爬虫類 40 11

ウミガメ類 100 33

水鳥類 18 3

哺乳類 23 3

湿地に依存する大型動物（30kgを超える魚類、爬虫類、哺乳類） 62 27

さまざまな生物分類群について現状評価が行われ
ており、その多くは象徴的な種を対象としたもので、
渡り性水鳥の渡りのルートなどが対象になることもある。
表2.5は、それをまとめたものである。世界的な状
況の変化の傾向が得られた分類群は、海藻・海草類、
サンゴ類、両生類、ウミガメ類、水鳥類、哺乳類など、
わずか数群であった。
結果は以下のとおりである。どのグループも危機

に瀕していて、憂慮すべき消失の様相を見せている。
評価が行われた分類群の半分以上で、世界的な危
機に瀕する種が4分の1を超え、ウミガメに関しては
評価種すべてに上っている。

IUCNのレッドリストを基に評価された、内陸湿
地や沿岸湿地に依存するほとんどすべての種が、高
い世界的危機レベルを示している（10%を超える種
が世界的危機にある）。

• 世界的な絶滅の危機レベルがきわめて高いの
は、ウミガメ類（100%が世界的危機に瀕している）、
湿地に依存する大型動物（62%）、淡水爬虫類
（40%）、非海生軟体動物（37%）、両生類（35%）、
サンゴ類（33%）、カニ類とザリガニ類（32%）である。

• 評価を行った分類群すべての中で低い危機レベル
にあるのは、サンゴ礁に依存するブダイ類とニザ
ダイ類の魚（2%が世界的危機）とトンボ類（8%）
のみだった。
湿地に依存する各生物グループの状況をまとめる

と、以下のようになる。（注：部分的なデータに基づ
くものもある）：
シダ類とヒカゲノカズラ類
ヨーロッパ（これらの種について評価が行われたの
はこの地域のみ）では、湿地に依存する種の36%
が世界的な危機に瀕している（Garcia Criadoほ
か 2017）。
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淡水維管束植物
全体的なレッドリストの危機レベルは比較的低い

（17%が世界的な危機に瀕する）が、そのレベルは、
インドビルマ地域の2%からアフリカの24%、熱帯
アンデスの33%までと地域によってかなり異なる。
海藻・海草

72種のうち、31%が減少し、増加しているのは
わずか7%である。10種（16%）は絶滅の危険度
が高く、そのうち3種が危機（EN）に分類されている
（Shortほか 2011）。
マングローブ
評価を行った66種のうち、11種（17%）が世界
的危機に瀕している（Polidoroほか 2010）。特に
懸念される地域は、中央アメリカの大西洋沿岸と太
平洋沿岸で、40%近くの種が絶滅の危機に瀕している。
サンゴ類
評価を行った704種のうち、33%が世界的な危
機に瀕している（Carpenterほか 2008）。地域と
しては、カリブ海諸島とコーラル・トライアングル（西
太平洋）で、絶滅の危険度が高いサンゴ類の割合が
最も大きい。1996年から2008年の間に、世界的
危機レベルは-17.8%の悪化を示した（バードライフ・
インターナショナル 2015）。
非海生軟体動物
世界的危機レベルは37%と高く、中でもヨーロッ

パは59%とかなり高く、続いて地中海地方東部
45%、アフリカ41%、熱帯アンデス38%である。
（Cuttelodほか 2011）。
カニ類

32%が世界的な危機に瀕しており、うち5%が
深刻な危機（CR）に分類されている（Collenほか 
2014）。危機レベルはアフリカとインドビルマ地域が
高い。
淡水ザリガニ類

32%が世界的な危機に瀕しており、うち10%が
深刻な危機（CR）に分類されている（Richmanほ
か 2015）。
淡水エビ類

479種のうち28%が世界的な危機に瀕しており、
うち4%が深刻な危機（CR）に分類されている。危
機レベルが高いのは新北区（わずかな種数のうち
46%が世界的な危機に瀕している）、旧北区（32%）
東洋区（30%）である（De Graveほか 2015）。
地域としてはヨーロッパ（41%）と北アメリカ（40%）
のエビ類の危機レベルが高い（表2.4）。
トンボ類
昆虫グループでは、トンボ類のみが地球全体の状
況の評価が行われた（Clausnitzerほか 2009）。

危機に瀕しているのは8%だけで、湿地に依存する他
の分類群に比べると危機レベルは低い。地域ごとに評
価が行われた1968種についても、平均的な危機レベ
ルは8%と低く、そのうちの1.5%が深刻な危機（CR）
に分類されている。
淡水魚類
評価が行われた8389種のうち、29%が世界的

な危機に瀕しており、うち5%が深刻な危機（CR）
に分類されている。危機レベルが特に高いのはアラ
ビア半島（50%）、ニュージーランド（49%）、マダ
ガスカル（43%）、地中海地方東部（41%）、ヨーロッ
パ（40%）である。
ニザダイ類とブダイ類の魚類
サンゴ礁に生息するこれら160種のほとんどは、
広範囲に分布し、低懸念（LC）に分類されている。
世界的な危機に瀕しているのは、わずか3種（2%）
である（Comeros-Raynalほか 2012）。
両生類
湿地に依存する両生類は、評価が行われた淡水
生物分類群の中で、世界的危機レベルが最も高く、
特にカエルツボカビ病のために35%が世界的な危
機に瀕しており、うち9%が深刻な危機（CR）に分
類されている（Stuartほか 2004; レッドリスト・デー
タベース 2017）。危機レベルが高いのは、ニュージー
ランド（75%）、マダガスカル（49%）、インド（41%）、
地中海地方東部（33%）である。河川に依存する
両生類は、静水に依存するものより、世界的危機の
度合いが高い（Stuartほか 2004）。1980年から
2004年の間に、世界の状況は-4.3%の悪化を示
した（バードライフ・インターナショナル 2015）。
爬虫類
きわめて危機の度合いの高い分類群のひとつで、

40%の種が世界的な危機に瀕しており、11%が
深刻な危機（CR）に分類されている（Collenほか 
2014）。7種のウミガメのうち、評価が行われた6種
すべてが、世界的な危機に瀕している。そのうち2種（オ
サガメ、ヒメウミガメ）が危急（VU）、2種（アカウミガメ、
アオウミガメ）が危機（EN）、2種（タイマイ、ケンプヒ
メウミガメ）が深刻な危機（CR）にそれぞれ分類され
ている（IUCN-SSCウミガメ専門家グループ）。7種
のうち6種で、個体数が増加している個体群もあるこ
とが最近の評価で示されたが、西太平洋では依然と
して減少傾向が続いている（Mazarisほか 2017）。
水鳥
種レベルでの世界的危機レベルは比較的低いが、

それでも18%が世界的な危機に瀕しており、うち
3%が深刻な危機（CR）に分類されている（IUCN
レッドリスト・データベース）。1988年から2016
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年の間に、世界全体の危機状況は-1.5%の悪化
を示した（バードライフ・インターナショナル 2018）。
1970年代、水鳥の生物地理学的個体群の状況
は、世界中どこでも芳しくなく、徐 に々悪化していた。
1976年から2005年の間に、全体の状況はわずか
に向上したが、個体群の47%は、依然として減少
またはすでに絶滅している（ウェットランド・インターナ
ショナル 2010）。
•  増加個体群が減少個体群より多いのは、フラミン
ゴ類、ミヤコドリ類、セイタカシギ類、ソリハシセ
イタカシギ類、ペリカン類、カモメ類、アジサシ類、
ハサミアジサシ類のみである；

• その他13グループの水鳥はいずれも状況が悪化
しており、特にクイナ類、イソシギ類、レンカク類、
タマシギ類、コウノトリ類の状況が悪い；

• 地中海地方、北ヨーロッパ、中央ヨーロッパ、コー
カサスで、毎年推計180万羽の水鳥や海鳥が違
法に殺されている。
長距離を移動する渡り性水鳥の状況も依然として

よくない。いくつかのフライウェイ（渡りの経路）では、
2000年代に状況が改善されたが、その他の経路で
は悪化が続いている（ウェットランド・インターナショ
ナル 2010；Davidson 2017）： 
• アフリカ－ユーラシア・フライウェイの状況は、

1960年代以降悪化の一途をたどり、特に東ヨーロッ
パ、西アジア、東アフリカを通るフライウェイの状
況がよくない；

• アジア－太平洋フライウェイの状況も悪いが、
1970年代以降改善してきた；

• アメリカ両大陸のフライウェイの状況は比較的よく、
近年はさらに改善されている。
留鳥の水鳥と短距離の渡りをする水鳥の現状と変
化の傾向も、地域によって異なる；
• 南アメリカ、サハラ砂漠以南のアフリカ、アジア、
オセアニアの4地域に依存する個体群の状況は依
然として悪く、中でもアジアの状況が最悪で、オ
セアニアでは最近改善が見られる；

• 北アメリカとヨーロッパの留鳥個体群の状況は比
較的よく、1990年代初めから改善してきている。
哺乳類
内陸湿地に依存する哺乳類の23%が世界的な危
機に瀕しており、うち3%は深刻な危機（CR）に分
類されている（Collenほか 2014）。1996年から
2006年の間に地球全体の状況は-1.9%の悪化を
示した（バードライフ・インターナショナル 2015）。
淡水大型動物
湿地に依存する体重30kgを超える魚類、爬虫類、

哺乳類は、特に深刻な絶滅の危機に瀕している。そ
のうち評価が行われた107種では、62%が世界的
な危機に瀕していて、うち27%が深刻な危機（CR）
に分類されている（Carrizoほか 2017）。南アジ
アと東南アジアは特に危機に瀕する淡水大型動物の
割合が大きい。
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水質はおおむね悪化傾向である

水質は人間の健康や幸福にとって主要な関心事
であるが（Horwitzほか 2012）、その状況はおお
むね悪化している。水質の悪化は湿地を劣化させる
が、一方で湿地は、その生態系調整サービスを通
して水質を改善する（Russiほか 2013）。悪化の
主な要因には、未処理排水、工業廃水、農業排水、
浸食、堆積物の変化がある（「3．変化の要因」参
照）1990年代以降、ラテンアメリカ、アフリカおよ
びアジアのほとんどすべての川で、水質汚濁が進行
した（WWAP 2017）。気候変動、経済発展、農
業の拡大と集約化が続けば悪化は加速すると予想さ
れ、人間の健康や湿地、持続可能な開発は、ます
ます脅かされるだろう（図2.11、Veolia & IFPRI 
2015）。
産業や自治体の排水処理は、一般に国の所得を
反映する。処理される排水の平均割合は、高所得
国が70%、上位中所得国は38%、下位中所得国
は28%、低所得国はわずか8%である（Satoほ
か 2013）。世界全体では80%を超える排水が適
切な処理なしに湿地に流されている（WWAP 2012、
UN-Water 2015）。
毎年約250～400億トンの表土が浸食のため流出

し、その大半が農地からの流出である。この浸食に
より、2300万～4200万トンの窒素と、1500万～
2600万トンのリンが運ばれる（FAO・ITPS 2015）。
湿地への栄養素の流入と湿地の富栄養化は、世界
中で今もなお、最大の水質に関する課題となってい
る（図2.12）。北アメリカの五大湖では、農業や家
庭の芝生などの分散型汚染源からの増加により、エ
リー湖が再び富栄養化している（Michalakほか 
2013；Scaviaほか 2014）。ヨーロッパでは、富栄
養化がEU加盟国17か国の水域の30%に影響し
ており（欧州委員会 2012）、特に分散型汚染源の
影響が大きい。地下水検査ステーションの約15%で、
世界保健機構の飲料水基準を上回る硝酸塩が検出
された（欧州委員会 2013）。2050年までに、世界
人口の5分の1が富栄養化のリスクに直面し、3分
の1が過剰の窒素とリンを含む水にさらされると推定
される（WWAP 2017）。
過剰な土砂堆積は、水域の生物多様性を損ねる

（例：Jonesほか 2012；Kempほか 2011）。一
方、逆にダムに土砂が堆積すると、海岸やデルタ
に供給される土砂量が減少し、地盤沈下や湿地の

消失を招く。ミシシッピ・デルタでは、ダム建設が
一因となって湿地が失われ、それにともなって暴風
雨や洪水に対する湿地の防災機能も失われたため、
2005年のハリケーン・カトリーナ襲撃の際には、被
害が著しく増大した（Batkerほか 2010）。
地球全体の水質検査プログラムの初期の調査結
果から、深刻な病原菌汚染が明らかになり（図2.13）、
その範囲はすでに、ラテンアメリカ、アフリカおよび
アジアのすべての川の流域の3分の1に及んでい
た（UNEP 2016）。公衆衛生の普及の若干の改
善（WHO/UNICEF 2015）にもかかわらず、こ
れらの地域では概して糞便性大腸菌の流入量が20
年間に渡って増加している。湿地の微生物汚染は
深刻な健康リスクであり（Santo Domingoほか 
2007）、コレラやジアルジア症などの疾病の原因と
なる（Horwitzほか 2012）。
塩分濃度も、水質の重要な決定要因である。塩
分の影響を受けた土壌で植生を一掃して灌漑を行う
と、土壌表面に灌漑水が浸透する際に塩分が浸出し、
地下水の塩分濃度が上昇する（OECD 2012a）。
地下水面の上昇も土壌と湿地の塩分濃度を上昇さ
る。沿岸部では、地下水の汲みすぎと海面上昇が、
塩分浸透を引き起こす（OECD 2015a、Werner
ほか 2013）。塩分濃度が上昇した地下水と土壌を
元に戻すことは、ほぼ不可能である（Bennettほか 
2009）。
火力発電所からの硫黄酸化物を抑制した結果、

OECD加盟国での酸性雨の発生と影響が減少した
（OECD 2017）。しかしながら、化石燃料由来の
窒素酸化物と農業由来のアンモニアは、依然として
湿地に酸性雨を降らせ、結果として富栄養化を引き
起こしている。酸性鉱山廃水による汚染は、多くの国々
で大きな問題になっており（Simate & Ndlovu 
2014）、鉱業はまた可溶性重金属汚染の大きな原
因となる。
湿地の熱汚染はたいてい発電所や工場と関係があ
る。熱汚染は酸素を減少させ、食物連鎖を変化させ、
生物多様性を減少させ、高温で繁殖する生物種の
侵入を促進する（Chuangほか 2009；Teixeira
ほか 2009）。地球全体の熱汚染の範囲と影響に関
する研究はあまり進んでいない（OECD 2017）。
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図2.11
主要河川流域の水質
危機指数：基礎期間
（2000 ～ 2005 年）
と2050年との比較。
CSIRO （オーストラリ
ア連邦科学産業研究
機構）のミディアム・
シナリオ予測によると、
2050年までに3人に
1人が窒素およびリン
による高リスクの汚染
にさらされ（それぞれ
26億人、29億人に増
加）、5人に1人（16億
人）が生物化学的酸素
要求量（BOD）上昇に
よる高リスクの水質汚
染にさらされるという。
出典：Veolia & IFPRI 
2015

 データなし

 低

 中

 高め

 高

2000-2005

2050 projection

さまざまな汚染物質が 
水質に影響を与えている

プラスチックごみはますます増加し、長距離を運ば
れ分散している。世界中の海洋には少なくとも5兆
2500億個、重量にして26万トン以上のプラスチッ
ク粒子が漂っている（Eriksenほか 2014）。プラス
チックごみは何世紀にも渡って存在し続ける（Derraik 
2002）。プラスチック粒子は食物連鎖を分断し、動
物に害を与え、残留性の有機汚染物質を放出す
る。これまでに報告された生物と海洋ごみとの間
で起きた事故の約88%が、プラスチックに関係し
ている（GEF 2012）。地中海では、18%の遠洋
性大型捕食魚の胃からプラスチックが見つかってお
り（Romeoほか 2015）、五大湖（Eriksenほか 
2013）や山奥の湿地（Freeほか 2014）など多くの
内陸水系でも、マイクロプラスチック汚染が増えている。

農業の集約化は世界中で化学物質の使用を増
加させ、その量は年間およそ200万トンに及んで
いる（Deほか 2014）。多くの化学物質は水に溶
け込み（Flury 1996）、世界中で問題になっている
（Arias-Estévezほか 2008；Bundschuhほか 

2012；EEA 2014；Luoほか 2009）。その影響、
たとえば土壌生物などへの影響は、ほとんど定量化
されていない(Bünemannほか 2006)。OECD
加盟国の半分近くで、農業地帯の地表水と地下水
の農薬濃度が、国の推奨基準を超えている（OECD 
2012b）。
医薬品、ホルモン、工業用化学物質、パーソナ
ルケア製品やその他多数の新たな心配の種となる汚
染物質は常に進化していて、想定されるより高い濃
度で検出されることが多い（Sauvé & Desrosiers 
2014）。
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図2.12
世界25大湖の集水域
における、人間活動
の影響を受けたと考え
られる、 2008～2010
年の年平均リン蓄積
量。色分けは、人間
活動由来の蓄積量が
50%を超えるもの（黄
色）さらに 90%を超
えるもの（赤）50%未
満のもの（青）を示す。
UNDP（2016）より

年間総リン蓄積量：人
間活動由来の蓄積が
総蓄積量の

 ≥50%

 >50%～≤90%

 >90%

図2.13
アフリカ、アジア、ラ
テンアメリカの河川水
に含まれる糞便性大
腸菌推定濃度（2008
年 2月～2010年）。
出典：UNDP（2016）
©CESR, University 
of Kassel, April 
2016, 
WaterGAP3.1

2008年2月～2010年 
糞便性大腸菌［cfu/100ml］

 算出なし
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（灌漑用水として利用可能）

 深刻な汚染（>1000） 
（閾値を超える）

円の大きさは、各湖の集水
域ごとの総リン蓄積量を示す
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図2.14
世界のウォーターフッ
トプリント、『National 
Wa t e r F o o t p r i n t 
Accounts（国別ウォー
ターフットプリント調査
報告）』より。グリーンウ
ォーター、ブルーウォー
ター、グレーウォーター
の合計（Mekonnen & 
Hoekstra 2011より）。

ウォーターフットプリン
トの総計 
［m3／年／国］

 550 - 750
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 データなし

湿地は地球の水循環 
（水文学プロセス）を維持する

生態系プロセスは、湿地の力学（ダイナミクス）と
生態学的機能を担う物理的、化学的、生物学的相
互作用で、多くの生態系サービスも支えている。こ
こで紹介する主なプロセスは、水文学プロセス、生
物地球化学プロセス、炭素の隔離と貯蓄、基礎生
産力、エネルギーの流れに分類できる。
湿地は、経時的に水を受け止め、貯え、放出し、
水の流れを制御し、生命を支える水を供給することで、
水循環における重要な役目を果たす。水文学環境と
は、湿地に出入りする水の流れの水位、量、タイミ
ング、頻度の特徴をいう。水文学環境は湿地の構
造と機能を決定づけ、生物多様性と基礎生産に影
響し、洪水の軽減や水質改善などの生態系サービ
スを生み出す。水域管理と海面上昇は、たとえば塩
分濃度と水位が上昇しているメコンデルタなど、多く
の地域で水環境を変化させ、湿地の構造と機能の
変化をもたらしている。
水循環を変化させると、湿地のプロセスが影響を
受け、水量が増減したり、一時的あるいは季節的な
湿地がほとんど恒久的な湿地になったり、季節的な
水の流れが変わったりする。地表水の変化や季節的
な水の流れの変化は、コロラド川、長江、マレー・
ダーリング川、ナイル川など、多くの川の流域で起
きている（Gupta 2007）。地下水の過剰採取によ
り、アメリカ合衆国の一部（Froend ほか 2016）、
華北平原、北西サハラ帯水層システム、南アメリカ
のグアラニ帯水層、さらには北西インドや中東の地

下帯水層などで、湿地に供給される水が枯渇して
いる（Famiglietti 2014）。水位の自然な変化を
減少させる水域管理は、（例えば、モザイク状に入
り組んだ湿地帯に水路を通して整理するなどして）
生息地の多様性も減少させ、（例えば、植物の種
子の発芽を抑えるなどして）生物種の数も減少させる
（Voldsethほか 2007；Blannほか 2009）。
水文学プロセスの変化の傾向は、増大する人間
の需要や気候変動による降雨と蒸発散の変化に影
響され、いずれの場合も利用可能な水をめぐる競合
を生み出している（Hipsey & Arheimer 2013）。
淡水の供給は、人口の増加によって消費と汚染の増
大する圧力にさらされてきた（Postel 2000）。水利
用は、地域のウォーターフットプリントの総量で表すこ
とができ（図2.14）、水域管理に役立つ情報となる。
これは、ブルーウォーター（灌漑、工業用、家庭用
に利用される地表水と地下水）、グリーンウォーター
（土壌中に貯えられた雨水のうち、作物に利用され
たり、蒸散によって失われたりする水）、グレーウォー
ター（汚染物質を同化・吸収して特定の水質に戻す
のに必要な淡水の量）を計算し、水供給への圧力の
累計を算出するものである。1996年から2013年
の間に、地球のウォーターフットプリントは増加し、こ
のうち92%は農業によるもので（Mekonnen & 
Hoekstra 2011）、水文学プロセスの重大な崩壊
を招いている。
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複雑な生物地球化学プロセスが 
機能的な湿地生態系を維持する

湿地は、その水文学的特徴や土壌の特徴により、
一連の独特な生物地球化学プロセスを支える。水分
を含んだ湿地の土壌は、栄養素やその他の成分を
貯え、変化させ、排出する。栄養素の取り込みと保
持につながる生態系プロセスには、植物による取り
込みと植物組織内での保持、微生物による（特に炭
素、窒素、硫黄に関する）プロセス、土砂の堆積に
よる物理的プロセスなどがある。生物地球化学プロ
セスの多くは、特に農業排水や都市排水に含まれる
栄養素の除去などの水質改善のような生態系サービ
スの基礎を成している。
窒素は生長に欠かせない栄養素だが（Vitousek
ほか 1997）、過剰な場合は、農地や都市から流
れ出して、地表水や地下水を汚染する（Paerlほ
か 2016；Rabalaisほか 2002）。水をたっぷり含
んだ土壌では、微生物によって硝酸性窒素が窒素
ガスに変化し、脱窒素作用（脱窒）を通して大気中
に放出される（Groffmanほか 2009）。これによ
り、流入硝酸塩の90%を除去できる（Zedler & 
Kercher 2005）。脱窒の速度は、利用できる有
機物と土壌硝酸塩の量に密接に相関する。両方と
もたいていの湿地にふんだんにある成分なので、湿
地は脱窒のホットスポットになる（Groffmanほか 
2012）。農業排水にともなう流入硝酸塩の増加は、
脱窒速度の上昇につながる（Zedler & Kercher 
2005）。一方で窒素は、大気プロセスを通じて湿地
に取り込まれることもある。

リンも重要な栄養素で、自然のレベルではしばし
ば、植物の成長を左右する。多くの形態のリンは
不溶性なので、リンの大半は土砂に付着して運ばれ
る。農業の集約化により、鉱物のリン肥料の使用が
増加し、それが湿地へ入り込んでいる（Ockenden
ほか 2017）。その一部は、底に沈んで土壌に吸
収されたり（Kadlec 2008）、植物の生長を刺激し
（Martonほか 2015）富栄養化を引き起こしてい
る。気候変動の影響で、湿地に入り込むリンの量
は、2050年までに30%増加すると予想されている
（Ockendenほか 2017）。
栄養素は、有機物として、あるいはその他いろい

ろな形態で湿地の外に運び出される。植物による栄
養素の取り込みと一時的な貯蔵は、流水域の栄養
素の動きを分離させる効果を持つ。例えば、温帯地
域ではリンは春と夏に植物に取り込まれ、秋に植物
が死んで土に戻ると放出される。これにより、重要
な生長の季節に富栄養化が抑えられ、水質が改善
される（Mitsch & Gosselink 2015）。
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湿地は世界最大の炭素吸収源だが、 
メタンも放出する

地球上の土壌炭素の大半は湿地に貯えられてい
る。炭素の隔離と貯蓄は基礎生産（光合成のため
に二酸化炭素を取り込み、有機物を生産する）と呼
吸（または分解；有機物から二酸化炭素やメタンを
発生させる）のバランスにより成り立つ（Joostenほ
か 2016）。湿地状態は分解を遅らせ、分解が植物
の生産性を下回ると炭素が蓄積する（Moomawほ
か 2018）。気候変動により気温と降雨パターンが変
化すると、これらのプロセスのバランスが崩れ、湿
地が炭素供給源になる。泥炭地は強力な炭素吸収
源で、どの生態系よりも多量かつ長期に渡って炭素
を保持している。泥炭は一年に0.5～1.0mmの速
度で、何千年もかけて堆積していくので（Parishほ
か 2008）、泥炭地は、600PgC（ペタグラムカー
ボン）以上を貯える地球最大級の炭素貯蔵庫となる
（Gorham 1991）。これは大気中に貯えられて
いる炭素の4分の3近くに相当し（Moomawほか 
2018）、湿地は陸地面積のわずか3%しか占めてい
ないにもかかわらず、世界の森林より2倍も多く炭素
を貯えている（Joostenほか 2016）。
塩性湿地、マングローブ、海藻や海草の藻場な

どの沿岸湿地と海洋湿地も、重要な炭素吸収・貯
蔵場所である。マングローブ林は、地球上で最も
「炭素濃度の高い」生態系の一つである（Ewers 
Lewisほか 2018）。この「ブルー・カーボン」は、
高度な基礎生産と堆積物の沈殿によって蓄積し、お
そらく何千年にも渡る長期の炭素の蓄積を可能にする

（McLeodほか 2011）。河口デルタでは、このプ
ロセスによって、湿地は海面水位の上昇に追いつい
ていくことができるかもしれない。土砂の流入が妨げ
られると、堆積土砂の枯渇とデルタ湿地の地盤沈下
が起きる可能性がある（Giosanほか 2014）。沿
岸域での人為的攪乱の増加は、湿地の土壌炭素の
減少につながっている（Macreadieほか 2017）。
しかし、炭素貯蔵による淡水湿地の気候変動の
緩和効果は、強力な温室効果ガスであるメタンの放
出で、一部相殺される。炭素サイクルの一部として
湿地は温室効果ガスの二酸化炭素とメタンを放出し、
後者（メタン）はメタノーゲンとして知られるメタンを
生成する細菌によって作り出される。湿地は、地球
上で発生するメタンの20～25%に相当する年間推
計100Tg（テラグラム）のメタンを生成する（Keddy 
2010）。湿地によって発生量は大きく異なり、汽水
湿地から塩性湿地にかけては、硫酸塩レベルが高
いのでメタンの生成が抑えられ発生量は少なめだが
（Poffenbargerほか 2011）、淡水湿地では多
めである。
気候変動によって気温が上がると、湿地から発生
する温室効果ガスが増えると考えられ、特に永久凍
土地域では温暖化によって永久凍土が解け、土壌中
に供給される酸素と水の量が増える。それに続く微
生物の働きにより、大量の二酸化炭素とメタンの両
方、またはどちらか一方が発生し、大気中に放出さ
れる（Moomawほか 2018）。
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表2.6
さまざまな湿地生態
系の基礎生産量（有機
物蓄積量）（Cronk & 
Fennessy 2001）。泥
炭地のデータには、地
上と地下（根）、両方の
生産量が含まれる。

湿地タイプ 純基礎生産量 
乾燥重量（g）／m2／年

塩性湿地 130 – 3700

潮汐淡水湿地 780 – 2300

淡水湿地 900 – 5500

マングローブ 1270 – 5400

森林性北方泥炭地 260 – 2000

樹林のない北方泥炭地 100 – 2000

湿地は生物学的生産性が最も高い 
生態系のひとつである

基礎生産は植物の生長（植物や藻の光合成に
よって固定される炭素）を測る目安であり、すべて
の動物のエネルギー源である。基礎生産はまた、多
くの湿地の生態系サービスの基礎であり、高い生
産性は多くの人間社会を支えている（Bullock & 
Acreman 2003）。基礎生産性は、湿地タイプ、
そこに生育する植物の種類、気候、土壌、栄養
素利用性、水文学的状況によって異なる（表2.6；
Bedfordほか 1999；Ehrenfeld 2003）。基礎
生産性が高いと、そこに生息する動物の多様性も高
くなる傾向がある（Keddyほか 2009）、例えば生
産性の高いパンタナル（ブラジル、ボリビア、パラグ
アイ）には、260種の魚類、650種の鳥類と数多く
の大型動物が生息している（Zedler & Kercher 
2005）。
基礎生産の変化の傾向は、水質の変化の傾向に
強く影響され、例えば農業排水の影響による栄養素
の流入が特に挙げられる。湿地の栄養素が豊富にな
ると、ガマ属、場所によってはヨシ属などの、生長
の速い攻撃的な種がはびこりやすくなる（Keenan 

& Lowe 2001）。生産性の高い植物種が優占す
ると、例えば、一般に生物多様性が減少する代わ
りに、有機物と湿地の土壌炭素蓄積が増加するな
ど、他の湿地機能とのトレードオフが起きる（Craft 
& Richardson 1993）。フロリダのエバーグレー
ズでは、リンの流入が続いたため、在来植物群落の
代わりにガマ属の植物がはびこり、基礎生産が増加
した（Noeほか 2001）。大気中の二酸化炭素濃度
が高いと植物の生育が刺激されるが、その効果は生
物種や湿地タイプによって異なる（Ericksonほか 
2013）。
最後に、湿地は有機体炭素の重要な供給源で、
下流部の食物網を支える落ち葉屑や溶存有機体炭
素を湿地の外へ供給する（Elderほか 2000）。有
機体炭素は、光を弱め、有害な紫外線B放射を吸
収するという点でも重要で、（Williamsonほか 
1999）DNA損傷などの影響から両生類や魚卵を
守っている（Haderほか 2007）。
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イシュクルの生態系サービス
チュニジアのイシュクル国立公園は1万2600ヘク
タールの湖と湿地に広がるラムサール条約湿地であ
る。分水工事とダムの建設により、1990年代に深
刻な危機に陥ったが、新たな管理戦略と雨の多い
年が続いたおかげで生態系の崩壊は免れた。この
国立公園は、生息する水鳥たちにとって重要な場所
であるとともに、地元や地域の人 に々さまざまな生態
系サービスを提供している。その量は、2015年の
推計で年間約320万米ドル、または1ヘクタール当
たり254米ドルに相当し、そのうち73%が調整サー
ビスによるもので、供給サービスは18%、文化的
サービスは9%だった。洪水防止（34%）、地下水

の補充（23%）、堆積土砂の保持（12%）はきわめ
て高い価値を持ち、家畜の放牧（10%）、レクリエー
ションと観光（9%）、漁業（7%）がそれに続いてい
る。これらのサービスの価値は、管理経費のおよそ
10倍にのぼる。そのうち地元住民の取り分は比較
的少ない（11%）が、各世帯が受け取る価値は無視
できない額で、公園内に居住する世帯では年平均
約1600米ドルになった。これらの数字は、湿地維
持のためにダムの水を放流するか否かを議論する際や、
地元コミュニティに公園の価値を伝える際に利用される。

Daly-Hassen (2017)による

Box 2.5

湿地は生態系サービスの提供において 
きわめて重要な役割を果たす

生態系サービスは、ラムサール条約の生態学的
特徴の概念化やラムサール条約湿地の価値の中
核的要素である（Sharmaほか 2015；Wang
ほか 2015）。湿地は生態系サービスの提供にお
いて、他の生態系よりも大きな役割を果たしている
（Costanzaほか 2014；Russiほか 2013）。ラ
ムサール条約戦略計画は、エネルギー、鉱業、都
市開発、観光業などの分野の戦略に湿地の恩恵を
含めるよう求めており、このような恩恵に対する認識
の主流化を推進している。
価値は、金銭的価値から美的価値、精神的価値
や信仰的価値、そして量的にも質的にも、さまざま
な方法で表現できる。質的な表現には、核心的信条
（例：生物種の生存権）、重要性の付与（例：災害
リスク軽減）または嗜好（例：観光業を支える）など
がある。その際、多様な視点を考慮に入れる必要
がある。
ラムサール条約戦略計画の指標のひとつは、ラム
サール条約湿地の生態系サービスを評価するよう求
めている。2018年の国別報告書のデータによれば、

報告国の24%がそのような評価を行い、いくらかの
進展があったことが示された。Box 2.5はその一例
である。
表2.7は、生態系サービスに関して入手できた評
価結果とミレニアム生態系評価（2005年）に基づく、
湿地の生態系サービスの質に関する分析である。内
陸湿地では、食料、淡水、繊維、燃料の重要性が
明白である。調整サービスは特に、気候、水文学
的状況、汚染防止、無毒化、自然災害において重
要である。大小の河川や湖では、精神的、霊感（イ
ンスピレーション）的、レクリエーション的、教育的サー
ビスが重要である。調整サービスは、生物多様性、
土壌形成、栄養循環への貢献によって実証されてい
る。一方、沿岸湿地と海洋湿地では、異なるパター
ンが見られる。ここでは食料が主要な供給サービスで、
気候の調整も重要である。干潟、塩性湿地、マングロー
ブは汚染防止や無毒化に役立ち、サンゴ礁と並んで、
自然災害を抑える。
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湿地タイプ／ 
サービス

内陸湿地 沿岸／海洋湿地 人工湿地

河
川 湖

泥
炭
地

湿
原

地
下

塩
性
湿
地

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

海
藻
・
海
草

サ
ン
ゴ
礁

貝
殻
礁

礁
湖
・
潟
湖

コ
ン
ブ

貯
水
池

水
田

湿
潤
な
草
地

廃
水
用
た
め
池

塩
田

水
産
養
殖
池

供給サービス
食料 H H H H na H H M M M M L M H H L H H

淡水 H H L M H L na na na na L na M na na L na na

繊維・燃料 M M H H na L H na na na M na L na na L na L

生化学的産物 L ? ? L ? L L ? L ? ? L ? na ? ? L ?

遺伝学的材料 L L ? ? ? L L ? L ? ? ? L L ? ? L L

調整サービス
気候 L H H H L H H H M L L na M L L na L na

水文学的 H H M M L M H na na na M na H M L na na na

汚染防止 H M M H M H H L L na M ? L L L na na

浸食防止 M M M M H M H L M M L L L M M M na

自然災害 M H M H na H H M H M M L L L L na M na

文化的サービス
精神的・霊感（インスピ
レーション）的 M H M M L ? L ? H na M na M L L na M na

レクリエーション的 H H L M L ? ? ? H na M H L L na L na

美的 M M L M L M M na H na M na H M M na M na

教育的 H H M M L L L L L L L L H L L L M L

基盤サービス
生物多様性 H H H H H M M L H M M L M M M L M L

土壌の形成 H L H H na M M na na na na na L M L L L na

栄養素の循環 H L H H L M M L M na M L L M L H L L

花粉の媒介 L L L L na L M M na na ? ? L L M L L na

表2.7
湿地の生態系サービ
ス一覧

各種湿地生態系から
得られる生態系サービ
スの相対的重要性（専
門家の見解と、ミレニ
アム生態系評価2005
に基づく）。情報（重
要性の判定）は世界平
均を表す。地域や地
区によって重要性は異
なり、新たな重要性
が認識されたり、適切
な情報が入手できたり
した場合、別のサー
ビスが追加される可
能性もある。

H  高 
M  中
L  低

  ? 不明
 na 適用不可

湿地の生態系サービス
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湿地がもたらす 
さまざまな生態系サービス

水
家庭用、灌漑用、工業用の淡水の供給など、湿
地はきわめて重要な役割を果たしている。川や帯水
層から得られる再生可能な水資源量は地球全体で年
間最大4万2000km3、そのうち年間3900km3が
人間の利用のため取水される（FAO 2011）。取水さ
れる水の用途は、農業が70%、工業が19%、公営
部門が11%である。地球上の灌漑農地面積は50
年間で倍増した。ヨーロッパは水資源の6%を取水し（う
ち29%は農業用）、アジアは20%（うち80%は灌漑
用）、中東・中央アジア・北アメリカは80~90%を灌
漑用に利用している（FAO 2011）。地下水の需要は
急速に増加していて、特に南アジアでは灌漑農業の
40%が地下水のみ、あるいは地表水との併用で行
われている（FAO 2011）。推計では、人間による取
水量の約60%が、地域の水系に戻されており、残り
が消費された分となる（FAO 2011）。国によって富
の程度は大きく違っても、水サービスに対する影響は
どの国もほぼ同じである（Doddsほか  2013）。

食料
湿地は実にさまざまな食料を提供している。内

水面漁業は、大規模な企業形態の操業から自給自
足的操業までさまざまで、その漁獲量は世界全体
で1950年の年間200万トンから2012年の1160
万トン超まで増加し、小規模自給自足漁業も含める
と、この数字はさらに大きくなると考えられる（FAO 
2014）。バーレイほかの報告（2015年）によると、
内水面漁業漁獲量の95%は開発途上国におけるも
ので、多くの場合重要な栄養源の役割を果たしてい
るが、これは世界の総漁業生産量の6%でしかない。
河口域や沿岸の漁業は、工業化にともない33%減
少し、魚類の産卵・生息地（例えば、カキ礁、藻
場、その他の湿地）は69%減少した（Barbierほ
か 2011；Wormほか 2006）。世界の水産養殖は、
1950年の100万トン足らずから2008年の5250万
トンまで増加し、世界全体の食用魚生産の45.7%
を占めている。水田を利用した水産養殖も増加して
いる（Edwards 2014）。水産養殖はアジア（特に
中国）で最も普及しており、ヨーロッパとアフリカでも
顕著だが、アメリカ両大陸では今でも比較的少なめ
である（FAO 2011）。湿地では、食用水生植物の
栽培と収穫、野生の水鳥などの猟も行うことができる。

水の制御
湿地は水を貯え、放出し、交換するので、「自
然を生かした洪水管理」（英国議会科学技術局 
2011）などの政策に影響する。川道、氾濫原、連
結した大きな湿地は、流水域において大きな水
文学的役割を果たすが、多くの「地理的に孤立し
た」湿地の貯水能力も水流に影響し（Goldenほ
か 2016）、水文学的に重要な役割を果たしている
（Martonほか 2015）。十分に機能している湿
地は、災害リスクを減少させる。実際にアメリカ合
衆国マサチューセッツ州のチャールズ川で3800ヘ
クタールの湿地を保全したところ、洪水の被害が
推計年1700万ドル減少した例がある（Zedler & 
Kercher 2005）。反対に湿地の消失が洪水と暴
風雨の被害を増大させることもある（Barbierほか 
2011）。湿地の生態系サービスを維持するほうが、
転用して他に利用するより経済的であるという評価が
高まりつつある（Garcia-Morenoほか 2015）。

その他の自然災害
湿地はその他のタイプの自然災害の制御において、
重要な役割を果たす。湿潤な湿地環境は、土壌の
塩分濃度上昇や野火の拡大などを引き起こす自然や
人的圧力に対し、ブレーキの働きをする。しかしなが
ら、極端な事象の影響を左右するさまざまな要素の
関係は複雑で、多くの場合よく理解されていない（de 
Guenniほか 2005）。

気候の調整
湿地による炭素の貯蓄と隔離は、地球の気候調
整において、重要な役割を果たしている。泥炭地
と植物が繁茂する沿岸湿地は大きな炭素吸収源で、
地球の森林の炭素固定量とほぼ同じ量を蓄えてい
るが、淡水湿地は最大のメタン自然発生源でもある
（Moomawほか 2018）。塩性湿地は毎年何百万
トンもの炭素を固定するが（Barbierほか 2011）、
その一方で熱帯の深いダムは相当なメタン発生源と
なり、水力発電について報告されている低炭素効果
を相殺あるいは超過する（Limaほか 2008）。メタ
ン放出量の25~30%は湿地の自然プロセスによる
もので、生態系から発生する亜鉛化窒素の90%は、
湿地が発生源である（Houseほか 2005）。湿地は
また、都市環境の中のヒート・アイランド現象を和ら
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げるなどの、微気候調整機能も持っている（Grant 
2012）。

文化遺産
湿地やその他の生態系の自然景観は、しばしば

地域のアイデンティティも含めた、文化的、精神的
な重要性を具体的に表す。これらには、ヒマラヤの
聖なる湖（WWF 2009）のような自然の景観と、ア
ジアやアフリカのおよそ1億世帯の主要収入源で
ある水田のような人工の景観がある（Umadevi
ほか 2012）。文化遺産には、オーストラリアの
先住民の例のような、湿地資源の特徴、社会的
意味、管理責任に関する伝統的な知識も含まれる
（Department of the Environment 2016）。

レクリエーションと観光
天然の湿地も改変された湿地も、レクリエーショ

ンの機会と観光収益をもたらす。サンゴ礁でのス
キューバダイビングは、サンゴ礁保護のための理論
的根拠を提供するが、生態系を圧迫する可能性もあ
る（Barker & Roberts 2004）。2002年のハワ
イのダイビング運営業者約100社の収入は、年間
5000～6000万米ドルであったと推計される（van 
Beukering & Cesar 2004）。フィリピンのボホー
ルマリントライアングルでは、サンゴ礁ダイビングが
年間1万500～4万5540米 ドルの総収益を上げて
いる (Samonte-Tanほか 2007)。オーストラリア
のグレートバリアリーフの観光収入は年間52億豪ド
ルを上回る（Goldbergほか 2016）。最近のサン
ゴ白化現象により、観光業にかなりの損失が認めら
れた（Barbierほか 2011）。
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図2.15
ニュージーランドの水
域生態系における、
20年間の生態系サー
ビスの変化（Dymond
ほか 2014を基に編集）

各サービスの提供に
おける重要性

 高 
 やや高い
 やや低い
 低い

過去20年間の 
変化の傾向

é 向上

 やや向上

è 実質的変化なし

 やや低下 

ê 低下

+⁄- 場所によって向上
または低下、あ
るいはその両方

生態系サービス 湿地 河口域 湖 河川 海洋

供給
穀物
家畜
捕獲漁業  è è è è

水産養殖  

食用野生動植物 +/- +/- +/- +/-
木材
繊維 
バイオマス燃料
熱エネルギー
淡水 è è +/-
遺伝学的資源  è è  è

生化学的資源、自然医薬用資源
鉱物 

物理的居住空間の創出
調整
大気汚染防止
気候安定化 è è è è 
水環境の調整 è 
浸食防止
水質浄化・排水処理  
疾病予防
有害生物防除  è   è

花粉の媒介
自然災害の緩和
文化的
快適な環境の提供    +/- +/-
レクリエーション è è  è è

観光 è è è è è

帰属意識 è è è è

基盤
土壌の形成と維持
雑草や害獣のない自然生息地の形成   è  

湿地の生態系サービスの価値は、 
陸上のサービスを上回る

湿地の生態系サービスを評価すると（例： Brander
ほか 2006；Brouwerほか 1999；Ghermandi
ほか 2010）、その推計価値は、さまざまな特徴を
持つ湿地ごとに、大きく異なることがわかった。De 
Grootほか （2012）は、458の価値推計に基づ
き、湿地の生態系サービスの平均的な総経済価値 
（TEV）を算出した（2007年国際ドル／ha／年）。
それによると、外洋490、サンゴ礁35万、沿岸部（海
浜を含む）2万9000、沿岸湿地（マングローブを含む）
19万、内陸湿地 2万5000、河川・湖沼 4300で
あった。湿地の価値は陸上生態系の価値を大きく上
回った。例えば、内陸湿地のTEVは、最も価値の

高い陸上生息地である熱帯林のTEVの5倍近くに
上った。Costanzaほか（2014）は、1997年から
2011年にかけて、湿地を含むさまざまなバイオーム
（生物群系）の面積変化に伴う生態系サービスの減
少について分析した。その推計によると、潮汐湿地
とマングローブでの減少は7兆2000億米ドル、沼
沢地と氾濫原での減少は2兆7000億米ドル、サン
ゴ礁での減少は11兆9000億米ドルだった。
特定の湿地の生態系サービスに関する研究は数
多くあるが、変化の傾向を示すものはほとんどない。
ニュージーランドは、20年間に渡る湿地の生態系サー
ビスの変化の例を発表しており、重要性と並んで減
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海藻や海草の再生のために栄養素汚染を減少させる
現代の湿地は、数多くの課題に直面している。しかし、
湿地生態系は強い回復力も持っていて、十分な配
慮がなされて圧力が軽減され、効果的な管理が行
われれば、いくつかの問題の進行を止め、改善する
ことも可能である。
アメリカ合衆国フロリダ州では、連邦法によって立
ち上げられたタンパ湾河口プロジェクト（TBEP）によっ
て、藻場を1950年代の面積まで復元することに成
功した。このプロジェクトは、健康な藻場は、上流
の土地利用によって生じる栄養素汚染が最も少ない
海域に見られるという認識に基づくアプローチを採
用している。この河口域では、窒素が最も有害な流
入栄養素である。
連邦政府がタンパ湾に流入する窒素の制限を承認し

たことを受け、TBEPは、任意の官民特別パートナー
シップ「タンパ湾窒素管理コンソーシアム（NMC）」
を通して、流入窒素の公平・公正な割り当てを推進
した。これによって、特定流入源と非特定流入源の
両方からの窒素を減少させることができた。特定流
入源である公共汚水処理場、発電所、港、リン酸
肥料加工施設などもコンソーシアムのメンバーである。
NMCには地元政府も含まれていて、非特定流入源
汚染の原因となる土地利用活動を規制した。さらに、
雨季の肥料販売と施肥を禁止し、沿岸地域の開発
を制限した。2015年までに、1995年に掲げた再
生目標1万5400ヘクタールを上回る、1万6306
ヘクタールの藻場がタンパ湾に形成された。
出典：Sherwood（2006）

Box 2.6
©
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少傾向が示されている（図2.15）。現状ではこれ以
外の湿地に関するデータがないため、湿地の面積が
減ったり、湿地の状況が悪化したりすると生態系サー
ビスも衰退する、と結論付けるのが妥当である。
これらの問題はグリーンほか（2015）が取り上げて
いる。それによると、地球上のほとんどすべての淡
水資源が、ある程度の影響を受け入れざるを得ない
状況にあり、世界人口の82%が、上流からの淡水
の供給に関して高レベルの脅威にさらされていると指

摘している。Ricaurteほか（2017）のコロンビア
国内分析では、湿地や湿地の生態系サービスの脆
弱性は、湿地タイプによって大きく異なり、特に脆弱
性が高いのは氾濫原林、河畔湿地、淡水湖、河川
であることがわかった。そして、湿地の生態系サー
ビスが維持されるためには、湿地にとって有害な行
為を確実に制限する土地利用政策が必要であると提
言している。
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主たる変化の要因は、次の3つである：（1）直接的な要因で、湿
地における生物物理学的な変化をもたらすもの（土地利用の変化、
汚染等）、（2）間接的な要因で、直接的な要因をもたらす社会の
プロセス、（3）世界的な潮流で、複数の間接的な要因の背後に存
在するもの。賢明な利用にむけた効果的な政策と管理のためには、
湿地の消失と劣化の根本原因に対応できるように、湿地における
変化の要因についての十分な理解が必要である。湿地の消失と劣
化の傾向を防ぎ、食い止め、逆転させるためには、地元、国、地
域レベルで効果的なガバナンスを行うことが重要な要素となる。

3. 変化の要因
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湿地の変化の要因は、直接的な
場合も間接的な場合もある

世界的な
潮流

湿地の劣化

湿地の消失

生態系サービス
の消失

人類の福祉の
質の低下

間接的な
変化の要因

直接的な
変化の要因

図3.1
湿地の消失・劣化と
生態系サービスの消
失との関係、ならびに
これらが直接的・間接
的な変化の要因から
いかにしてもたらされ
たかを示す、簡略化し
た概念図。（「ミレニア
ム生態系評価」（MEA 
2005）、「生態系と
生物多様性の経済学」
（TEEB）、「生物多様
性及び生態系サービ
スに関する政府間科
学-政策プラットフォー
ム」（IPBES）からの
用語で表した、より
詳細な概念的枠組み
については、Díazほ
か（2015）のなかの
IPBES概念的枠組み
を参照のこと）。

ラムサール条約では、直接的な要因とは、地元レ
ベルから地域レベルまでの生物物理学的な変化の自
然あるいは人為的な原因を指す（Van Asselenほ
か 2013）。間接的な要因は、より幅広く拡散する
影響を持ち、たいていの場合直接的な要因に影響を
及ぼし、往 に々して制度的、社会経済的、人口学的、
文化的なプロセスに関連している。世界的な潮流の
中には、湿地に影響を及ぼすものもある（図3.1）。
自然による変化の要因には、太陽熱の放射、天
気の変化、地震、火山の噴火、伝染病や疾病のほ
か、自然の洪水の周期や生態系の遷移などの過程
がある。人為的な要因には、土地利用の変化、気
候変動、海面上昇、取水、生物種の導入または除去、
資源の消費、外部からの投入（例：肥料）などがある。
気候の変化は自然による要因である一方で、人為的
な気候変動は大気中の温室効果ガスの増加に関連
している。気候変動は、世界的な潮流の一つでもある。
これらの要因は、マイナスの効果とプラスの効果
の両面を持ちうる。ここでは、湿地の生態学的特徴
にマイナスの効果をもたらす要因に焦点を当てる。こ
れらは、生物多様性、生息地の質、生態系サービス、
または文化的価値の低下（「劣化」）、あるいは生息
地の類型や物理化学的状況の変遷（「消失」）をとも
なうことが多い。プラスの要因のほとんどは、変化
の軽減に向けた人間の対応（例：保全管理、侵略
的外来種の駆除）である。

間接的な要因から湿地の消失と劣化がもたらさ
れる経路は複雑であることから、理解が難しい。複
数の要因の間の相互作用が、さまざまな規模で生じ
（Craigほか 2017）、地域による差異につながりう
る（Wardほか 2016）。例えば、気候変動は、生
物物理学的な変化を生じ、気温や水位や冠水期
間に影響することで、変化の直接的な要因になりう
るし（Rentonほか 2015）、外来種などのその他
の要因とも結びつきうる（Oliver & Morecroft 
2014）。気候変動は間接的な要因ともなりうる。例
えば、気候変動を軽減するための努力として、バイ
オ燃料の生産や水力発電などがあるが、これらは湿
地への負荷を増大しうる。
天然の湿地を転換することで、人工湿地が直接的

または間接的に創り出される場合もある（Davidson 
2014および表2.3）。人工湿地のいくつかは、数百
年にわたって発展し、景観の一部となっており、天
然の湿地の生態系機能の多くを果たしている。しか
し、天然の湿地において直接的な変化の要因とな
るものの多く（水供給の変化、植生の除去、または
生物種や栄養塩類の導入）は、人工湿地の管理方
法の一環である。人工湿地は重要ではあるが、大
部分はここで取り扱うものの範囲外であり、別途評
価が必要である。同様の理由から、湿地の再生は、
劣化した湿地においてプラスの要因となりうるが（例：
Sieversほか 2017）、ここでは取り上げない。
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直接的な要因には
物理的状況の変化が含まれている

ミレニアム生態系評価（MEA 2005）では、直接
的な要因が湿地に及ぼす影響について分析してい
る。ここでは、MEA 2005とその他の研究を用いて、
ラムサール条約の湿地タイプに対する分析を最新の
ものにする。物理的状況、採取、導入、構造的変
化という、4つのカテゴリーの要因について検討した。
物理的状況による要因は、流入量と頻度、土砂

堆積量、塩分濃度、および温度に関連する要素で、
その条件と変動のパターンは人間によって変えられう
る。長期的または永続的な取水、遮水、または分水は、
内陸湿地における生態学的特徴を破壊する。アラ
ル海とチャド湖は、その極端な例である。すべての
湿地は、水が失われることで劣化する可能性が高く
（Acremanほか 2007）、一方で、沿岸湿地は
海面上昇と淡水の取水の影響を受けやすい（White 
& Kaplan 2017）。

1990年代半ばまで、すべてのラムサール地域で
ダムの建設が増加した。世界に292ある大河川系
のうち（Nilssonほか 2005）、依然として人工物の
ない自然な流れであるのはわずか120河川で、この
うち25河川は進行中または計画中のダム建設により
分断されるであろう（Zarflほか 2014）。近年、水
力発電への関心が新たに高まっている。これは1つに
は、化石燃料からの二酸化炭素排出量を減らすため
であるが、水力発電は、土地の開墾と貯水池からの
メタン放出により、必ずしも炭素排出がない訳ではな
い（Mäkinen & Kahn 2010）。ダムはまた、水
資源、生物多様性、および生態系サービスに有害

な影響を及ぼすこともある（Maavaraほか 2017、
Winemillerほか 2016）。
湿地への堆積物の流入は、利用の変化を拡大す

ることがある。湖では、堆積物の流入が湖辺の生息
環境を変えたり、埋めたり、濁度を高めたりすること
で、湖の特徴が変わりうる。これは、ビクトリア湖に
おいてカワスズメ類の魚が減少した要因の1つと考え
られている（Harrison & Stiassny 1999）。また、
藻場、コンブの群生（Steneckほか 2002）、マン
グローブ林およびサンゴ礁（Fabricius 2005）を損
傷することで、沿岸生態系を劣化させる（Hanley
ほか 2014）。堆積によって貯水池の寿命が縮ま
り、水力発電計画が台無しになる（Sticklerほか 
2013）。逆に、沿岸湿地や三角州への堆積物の流
入は、ダムや堤防の建設によって時として減少しうる
が、栄養塩類の供給も減り、生産性を低下させる。
淡水の取水による塩類化作用や、海面上昇によ

る塩水の侵入は（Herbertほか 2015）、森林に覆
われた内陸湿地や河口域、マングローブ林といった
多くの生態系に影響を及ぼす（White & Kaplan 
2017）。
最後に、平均海水温は過去60年間に着実に上

昇しており、浅水域、藻場（de Fouwほか 2016）、
コンブの群生（Provostほか 2017）に影響を及ぼし
ている。最高海水温の高さや期間の深刻な増大は、
サンゴ礁系の白化や破壊を招いている（Bakerほか 
2008）。
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図3.2
世界の物質採取量（国
内消費用、トン）
注：非金属鉱物には、
埋め立てや建設用の
土砂も含まれており、
今や他の3つのカテゴ
リーの採取量を超え
ている。
出典： Schandlほか
（2016）。Global 
material flows 
and resource 
productivity.
Assessment 
Report for the 
UNEP International 
Resource Panel, 
UNEP.
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水、生物種、土壌などの 
湿地からの採取

農業、家庭、工業用水として、内陸湿地やその
集水域から水が採取される。現在、人間が利用する
ために採取される水の用途の約70%が、農業に使
われている。だがこの割合は、都市、工業、エネルギー
のための利用の伸びによって、21世紀半ばまでには
50%未満にまで低下すると予想されている（WWAP 
2016）。その他の影響として、淡水の採取は、下
流の河口域における塩分濃度の上昇による海浜植生
の減少を招く可能性があり（Herbertほか 2015）、
地下水に影響を及ぼす（Richeyほか 2015）。
湖沼、河川、貯水池、氾濫原からの全世界の漁

獲量は、主にアジアとアフリカで増大している。アジ
アとアフリカでは、食料と生計のために内陸と沿岸
の漁業が重要であるが、温帯地域と市場経済移行
国では、レクリエーションのための魚釣りがより重要
である（McIntyreほか 2016）。漁業は必ずしも
有害ではないが、乱獲のほか、爆発物、毒物、蚊
帳などの有害な漁獲法の利用（Bushほか 2017）、
および外来種の導入は、個体数と多様性を減少さ
せ、栄養構造を変え、サンゴ礁の劣化を招く可能性
がある（Welcommeほか 2010）。沿岸湿地から
の甲殻類の乱獲により、北米やオーストラリアなどで
はカキ礁の破壊に至っている（Kirby 2004）。水族
館への販売目的での漁業はサンゴ礁を劣化させうる
（Deeほか 2014）。

湿地林やマングローブ林における材木や木炭用の
集約的な森林の伐採は、生態学的特徴に重大な変
化を生じうる（Walters 2005）。サンゴの採取は沿
岸礁の劣化と消失に至る可能性がある（Tsounis
ほか 2007）。泥炭地は、ボルネオ島で見られるよう
に泥炭の採取、排水、樹木の伐採に対して脆弱で
ある（Miettinenほか 2013）。多くの淡水湿地の
土壌は、煉瓦の製造に用いられている（Santhosh
ほか 2013）。
河川や海岸からの砂や砂利の採取は、都市の発
展と関連しており、今や採取総量が化石燃料とバイ
オマスを超えている（図3.2。Schandlほか 2016
も参照のこと）。砂の採掘は、底生生物の生息場所
を乱して破壊し、浮遊土砂により水質に影響を及ぼ
すなど、生態系への多くの影響がある。資源に区切
りがない性質から、規制が困難で、違法に採取され
るケースが増加している（Torresほか 2017）。
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図3.3
1990年～2014年の
農薬使用量の推移
a. 殺虫剤 
b. 除草剤 
c. 防カビ剤と殺菌剤
出典：FAO （2016）
FAOSTAT Inputs/
Pesticides Use.
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汚染物質と外来種が 
多くの湿地を劣化させる

導入による変化の要因としては、栄養塩類、化
学物質、固形廃棄物の付加、大気からの物質沈着、
外来種が挙げられる。
下水、産業廃棄物、農業や養殖からの過剰な栄

養は、富栄養化をもたらし、生物多様性、水質、バ
イオマスおよび酸素濃度を変化させる。全世界の肥
料の使用量は、2018年には年間2億トンを超える
可能性があり、2008年よりも約25%多い（FAO 
2015、図3.3）。大気からの窒素沈着は、水系に
影響を及ぼし、新興国で急増している（Liuほか 
2011）。富栄養化は藻類やその他の植物の成長を
促進する。植物が枯れると、その分解により水中の
酸素濃度が低下する。これは多くの湿地に影響を
及ぼす（Smithほか 2006）。その例として湖沼に
おけるアオコの発生が挙げられる（Paerl & Otten 

2013）。沿岸生態系では低酸素（酸素欠乏）が増
加しており（Rabalaisほか 2010）、500以上の沿
岸の「死の水域」が知られている（UNEP 2014a）。
暗礁系は、農業あるいは都市や港のインフラからの
堆積物の増大や栄養塩類濃度の上昇による影響を
受けている（Wengerほか 2015）。
海洋と都市の廃棄物が沿岸湿地に損害を与えて

いる（Poetaほか 2014）。2010年には、推定480
万～1270万トンのプラスチックが海洋環境に流入した
（Jambeckほか 2015）。これは全海洋ごみの60
～80%である。その物理的な影響のほか、プラスチッ
ク関連の化学物質による毒性影響に対する懸念もある
（Beamanほか 2016）。工業、家庭、農業活動か
ら殺虫剤などの汚染物質が放出され、多様性、個体数、
生産性の低下につながっている（Zhangほか 2011）。
ボツワナのオカバンゴ・デルタにおける外来甲殻
類の例で見られるように、外来種の導入は、栄養構
造、エネルギーの流れ、種組成を乱しうる（Nunes
ほか 2016）。域外から持ち込まれて定着する淡水種
の数が増え続けており、例えばヨーロッパでは、特に
過去60年間に継続的な増加が見られる（Nunesほ
か 2015）。湿地は外来種に対して脆弱である。堆積
物、栄養塩類、水の組合せにより、時に攪乱に助け
られて、日和見種（訳者注：他種が生存することがで
きない、または生存していない場所に、すみやかに侵
入し、急速に個体数を増大させ、その場所の資源を
独占的に利用しうるが、他種が侵入してくると衰退して
しまうような種）の繁殖する条件が生み出されるからだ
（Zedler & Kercher 2004）。世界中の多くの湖
沼が、もともと南米原産であるホテイアオイ（Eichornia 
crassipes）の繁殖に悩まされている。東アフリカのビ
クトリア湖は多くの要因による影響を受けているが、域
外から持ち込まれたナイルパーチ（Lates niloticus）
が、富栄養化、土砂の堆積、水位の変動とともに、
生態系の極端な変化をもたらしている（Kiwango & 
Wolanski 2008）。
浅海域、藻場およびコンブの群生地では、在来
種の変化や導入された生物種により、生態系が劣化
しうる（いわゆるウニ焼けなど）。海洋生態系では外
来種の数が増え続けている。ヨーロッパのバルト海で
は、140の外来種が記録されており、このうち14
種は2011～2016年の間に持ち込まれたものである
（HELCOM 2017）。
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構造的変化は、排水、転用、あるいは湿地の植
生の焼失などによって、湿地の生態学的特徴とその
周辺の環境を変える。これは往 に々して湿地の消失
につながる。河川、小川、氾濫原では、運河化や、
氾濫、流入物の堆積がよく見られる。植林地、農
地、市街地などの他の土地利用への転用や、埋め
立て、過剰な堆積は、森林性湿地における主要な
破壊的要因である。多くの沼地は、物理的な排水、
流入物の堆積および農地や市街地への転用による
脅威にさらされており、スペインの世界遺産であるド
ニャーナ国立公園などの象徴的な湿地ですらそうで
ある（Zorrilla-Mirasほか 2014）。淡水の泥炭
湿地は、温帯地域と熱帯地域双方で農地に転用さ
れており（Urákほか 2017）、特にアブラヤシのよう
な換金作物による影響が大きくなっている（Kohほ
か 2011）。これは、排水、流入物の堆積や氾濫あ
るいは過剰な頻度・強度の火災を通じて、泥炭地を

直接的、間接的に破壊する場合がある（Turetsky
ほか 2015）。半島マレーシア、スマトラ島およびカ
リマンタンにおけるある研究では、泥炭湿地林で覆
われた泥炭地面積の割合が、1990年の76%から、
2007年には41%、2015年には29%へと減少し
たことが示されている（Miettinenほか 2016）。
沿岸湿地もまた大規模に転用されている。干潟、
塩性沼沢地、潟湖における排水、砂州の過度の開
削は、生態学的特徴に影響を及ぼしうるほか、多く
の場合、埋め立ては生態系を破壊するか、深刻な
劣化をもたらす（Murrayほか 2015）。農業や養
殖への転用は、マングローブ林消失の第一要因であ
り（Thomasほか 2017）、特に東南アジアでそう
である（Richards & Friess 2016）。

直接的な要因には 
生息地の構造的変化も含まれる
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物理的状況 採取 導入 構造的変化  

水
質

流
入
の
頻
度

土
砂
堆
積

塩
濃
度 熱 水

生
物
種

土
壌
お
よ
び
泥
炭

栄
養
塩
類

化
学
物
質

外
来
種

固
形
廃
棄
物

排
水

転
用

焼
失

内陸湿地

河川、小川、氾濫原 O       O             O  

湖沼 O       O                

森林性湿地 O O     O O           O O O 

泥炭地         O O         O O O

沼地（鉱質土壌） O       O           O O  

地下湿地         O                

沿岸湿地

河口、干潟、塩性沼沢地、
潟湖 O                     O  

マングローブ林 O        
O

            O  

暗礁系（サンゴ礁、甲殻類・
温帯を含む）     O O         O         

砂丘、磯、浜     O               O  

浅水域、海草藻場、ケルプ
の群生     O        O    O         

表3.1
さまざまな天然湿地に
おける人為的な変化の
直接的な要因

各湿地タイプに 
対する要因 

 変化の重大要因
（世界的な分布
／重要度）

 変化の重要要因
（地域的または
世界的な分布／
重要度）

 その他の変化の
重要要因（限局
的または未知の
重要度）

O 湿地の破壊をも
たらすことが知
られている要因

C 90
M 0
Y 50
K 0

湿地の変化の直接的な要因

表3.1に、ラムサール分類の主要な湿地タイプす
べてについて、湿地における人為的な変化の直接的
な原因についての体系的な分析を、本書『世界湿
地概況』の本文の項目ごとに、その重要度（世界的、
地域的、または個別の湿地ごと）の評価とともに示す。
この表では、生態学的特徴の実質的な変化や、湿
地の破壊をもたらすことが知られている要因を特定し

ている。この評価は、定性的で専門家の知識に基
づくものであり、さまざまな状況や場所で知られてい
る要因を示している。要因の重要度は、それぞれの　
湿地が持つ背景や、特別な地域的特徴によって異な
るだろう。
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間接的な要因は、それが直接的な要因に
与える効果を通じて、湿地に影響を及ぼす

ここでは、水力、食料・繊維、インフラ、および
観光業について検討する。これらは相互に結びつい
ており、気候変動とガバナンスの影響を受ける。また、
市場、価値連鎖（バリュー・チェーン）、全体的な社
会条件、利害関係者の環境意識と強く関連している。
水力関連では、貯水、洪水防止、水力発電、灌

漑の目的で、ダム、貯水池、堤防、インフラが造ら
れる。その最大の用途としては、農業が群を抜いて
おり、これに水力発電、製造業、家庭での利用が続く。
バイオ燃料と水力発電は、1つにはその水の利用に
より、気候変動に優しいエネルギーとしての位置づ
けがますます疑問視されている（Delucchi 2010）。
食料・繊維業は、農業政策、市場の需要、土地

利用の変化を通じて、湿地に影響を及ぼす。アジア
では、集約化と大量の農薬の使用により収量の増加
がもたらされている（図3.4）。南米における増産は、
機械化によるところが大きいが、アフリカにおける増
産は、主として面積拡大によるもので、往々にして
湿地に影響を及ぼしている（OECD/FAO 2016）。
養殖は物理的状況を変化させ、栄養塩類、化学物

質、外来種をもたらすが、その影響は用いられるシ
ステム（養殖池、浮いけす等）に左右される（FAO 
2016b）。
インフラには、建物、パイプライン、橋、道路、工場、
鉱山、堤防、空港が含まれる。市街地は、水、栄
養塩類、動物の動きを妨げる。鉱業は、河川構造
を損ない、堆積を増大し、金鉱業におけるシアン化
物や水銀のような汚染物質を放出する。アマゾン川
からは、金1キログラムにつき推定で1キログラムの
水銀が放出されている（Ouboterほか 2012）。道
路は湿地を分断し、生息地、動物の移動、生物種
に影響を及ぼしている（Trombulak & Frissell 
2000）。道路交通による汚染としては、燃料と潤滑
油のほか、寒冷地では道路用塩と融氷剤も挙げられ
る（Herbertほか 2015）。交通により、騒音、光
による攪乱、野生動物の交通事故死がもたらされる。
道路は文字どおり、外来種、狩猟および漁獲への道
を開くものである。
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表3.2
変化の間接的な要因
と、それが天然湿地に
おける直接的な変化
の要因に及ぼす影響

各湿地タイプに 
対する要因

 変化の重大要
因（世界的な分
布／重要度）

 変化の重要要因
（地域的または
世界的な分布／
重要度）

 その他の変化の
重要要因（限局
的または未知の
重要度）

 

水
力
イ
ン
フ
ラ

食料・繊維 インフラ

観
光
業
・ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

気
候
変
動
の 

局
所
的
な
影
響

農
業

林
業

養
殖

漁
業

鉱
工
業

交
通（
道
路
、
空
路
、 

水
上
交
通
）

建
設

物理的状況

塩濃度                

水質                  

流入の頻度                

土砂堆積                  

熱        

採取
水                  

土壌および泥炭          

生物種                

導入

栄養塩類                  

化学物質                  

外来種                  

固形廃棄物                

構造的変化
排水                

転用                  

焼失                    

湿地の変化の間接的な要因

観光業とレクリエーションは、インフラ（ホテル、ゴ
ルフコース等）を建造し、資源の利用、廃棄物、攪
乱など人間による湿地への圧力を増大させる。海洋
の光による汚染が増大しており、全世界の海岸線の
ほぼ4分の1（22.2%）が毎晩人工光にさらされてい
る（Daviesほか 2014）。観光業も外来種の数を
増大させる（Andersonほか 2015）。
気候変動は、水量、流れ、温度、外来種、栄

養のバランス、および火災の形態に影響を及ぼす
（Finlayson 2017）。気候変動はまた、水力発
電用ダムを建設するための根拠として用いられるなど、
意思決定にも影響を与える。

ガバナンスは、湿地管理を成功に導くカギを握る
要素である。それは力関係と公平性に対処しつつ、
柔軟で、透明性があり、包括的で、説明可能であ
るべきで（Mauerhoferほか 2015）、また、学習、
新たな知識の取込、公式・非公式の協働、評価
および適応が必要とされる（Mostertほか 2007）。
優れたガバナンスは湿地保全の成功を強力に予測さ
せる（Amanoほか 2018）一方で、不十分なガバ
ナンスは、短期的な決定を導いたり、少数派の利害
を軽視したり、湿地保全を台無しにしたりする（例：
Adamanほか 2009）。
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世界的な潮流は、直接的な変化の要因と
間接的な変化の要因の両方に影響を及ぼす

世界的な潮流は、すべての政策部門と人間による
活動の分野に世界的な規模で影響を及ぼす間接的な
要因である（EEA 2015、Hajkowiczほか 2012、
Naisbitt 1982）。世界的な潮流は、一見したとこ
ろ直接的な変化の要因とは無縁であるように思えるが、
それが引き起こす意思決定や、人間の行動を通じて、
湿地に影響を及ぼす。
人口統計学と人口増加は、食料生産とインフラ開

発における多くの決定の要素となるものである。世
界人口は、21世紀半ばまでに100億に達すると予
想されており（UN 2015b）、開発途上国で最も増
加が見込まれる。先進国では、人口増加はもっと緩
やかか、あるいは減少すらすると思われる。短期的
には、経済発展の欠如が環境の悪化、気候変動や、
時に紛争と相まって、先進国への移住につながる可
能性がある（OECD 2015b）。
グローバル化は、他の潮流のほとんどすべてと湿
地の変化の間接的な要因のいくつかに影響を及ぼす。
経済用語では、グローバル化とは、国家経済が国際
的な貿易と金融フローに統合されることを指す（IMF 
2002）。しかし、グローバル化は文化的・政治的
側面もあわせ持つ。現代の輸送手段と遠隔通信は、
地球全体で人、物、知識の流れを増大させた。人々

は仕事や観光目的で移動したり、経済移民になった
りしている。食料と物品は、生産コストの低い地域
で生産され、遠く離れた消費者に輸送される。グロー
バル化は便益をもたらしうる（経済発展、貧困削減）が、
一方で湿地への環境面の圧力を強めるリスクがある。
より保護貿易主義的な政策が目につく昨今、世界的
な貿易協定への反対意見が高まっているが、一方で
富の不平等に対する意識も高まりつつある（Islam 
2015）。
変わりゆく消費パターンは、人口増加、グローバ

ル化および経済発展の結果であり、最終的には湿
地に影響を及ぼす。開発途上国における中流階級
の増加は、食料とエネルギーの利用パターンを変
えており（Hubacekほか 2007、OECD/FAO 
2016）、インフラ、工業製品、水の需要を増大させ
るとともに、廃棄物の産出と温室効果ガスの排出も
増大させている。例えば、肉の消費は、飼料用の
牧草と大豆を生産するために土地利用が変化するなど、
資源の需要に大規模な影響を与え、水の利用を高
める。牛肉、鶏肉、豚肉の生産はどれも、植物由
来の食料よりも資源を必要とする（UNCCD 2017）。
都市化は、特に沿岸域と河川の三角州において、
湿地への圧力を生む。2050年までには、世界人口
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の3分の2が市街地に住むと予測されている（UN 
2015a）。開発途上国では、都市における経済的機会、
農業の機械化による地方の雇用減少および環境の
悪化による地方の生計の衰退を原因として、都市の
人口は倍増する可能性が高い（EEA 2015）。都市
化により効率的に資源が利用される可能性は高まる
一方で、急速な都市の成長は往 に々して、都市周辺
地域において規制の不十分な開発をもたらし、社会
的・環境的に悪い影響を与える（McInnes 2013）。
都市化は、水域間のつながりの変化、生息地の変
化、土壌中の地下水の飽和、汚染、そして究極的
には豊富で多すぎる生物種を通じて、湿地を変化さ
せる（Faulkner 2004）。
気候変動：気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）は、気候変動により乾燥亜熱帯地域にお
いて地表水・地下水資源が著しく減少すると予測し、
これにより水をめぐる競争が激化し、特に他の要因
との相乗効果によって淡水種の絶滅リスクが増大
し、淡水生態系の構成、構造、機能において突然
で不可逆的な地域的規模の変化がもたらされるリス
クが高くなり、海面上昇を通じて沿岸生態系が損な
われるとしている（IPCC 2014、Moomawほか 
2018）。気候変動への対応は湿地にとってマイナス
にもプラスにもなりうる。水力発電とバイオ燃料の増
大は湿地の消失を招くと思われる。一方、炭素固定
において湿地が果たす役割から湿地の保全と再生が
促進されうる（Moomawほか 2018）。
環境意識と湿地の重要性：生態系管理の重要性

は、長きにわたり多くの伝統文化に根付いているも

のの、公的な環境政策と法律は、工業化による環
境問題（例：英国における石炭の燃焼による大気汚
染、Brimblecombe 2011）に対応して19世紀
から制定され始めた。工業化された時代にも、人類
の福祉は依然として生態系に依存しているという認
識が、「生態系アプローチ」（Smith & Maltby 
2003）や「賢明な利用」（Finlaysonほか 2011、
ラムサール条約 2005）のような概念に結実している。
過去30年間で、湿地の生態系サービスとその多
種多様な価値は一般に認知されてきた。しかし、湿
地の価値を経済政策と意思決定に完全に組み込む
ことは依然として課題となっており（Finlaysonほ
か 2018）、意思決定者と市民社会を教育する継続
的な努力の必要性が強調されている（Geversほか 
2016）。
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湿地の劣化と消失の要因を評価する

表3.1と表3.2に示す、湿地の劣化と消失の要
因に関する定性的評価は有益ではあるが、政策と意
思決定には、湿地の変化の要因に関するもっと定量
的なデータが必要とされる。リモートセンシングやモ
デリングのデータも、要因の類型についての統合さ
れた評価と測定に用いることができ（例：Tesslerほ
か 2016）、MacKayら（2009）が概説したように、
これを湿地に適用することができる。
おそらく変化の要因を定量的に推定した最高の
成果は、モデリングの取組の一環としてなされたも
のであり、なかでも集水域の規模と全世界的な水
文学モデル（van Beekほか 2011、Wisserほ

か 2010）、河川からの栄養塩類の流出を推定する
モデル（Mayorgaほか 2010）および水生生物の
多様性を研究する全世界的なモデル（Janseほか 
2015）が挙げられる。これらのモデルは、河川流量・
堆積物および栄養負荷などの、湿地の変化のさまざ
まな直接的な要因を算出する。これらは、気候、人
口および政策に関するシナリオなどの間接的な変化
の要因をシミュレーションする、より大規模なモデリン
グの枠組に組み込まれることが多いため、湿地にお
ける持続可能な利用を最大限にするために用いるこ
とができる（Saboほか 2017）。湿地の変化の要因
に関するデータのモニタリングと処理が向上すること
により、モデルによる予測と、モデリングが妥協案と
意思決定の決定に及ぼす影響も概して向上するだろう。
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対応策は、多くの課題に同時に対処しなければならない。ラムサー
ル条約湿地やほかの保護区・保全地域のネットワークを強化するこ
とで、保全の枠組を確かなものとすることができる。湿地への取組を、
ポスト2015年開発アジェンダならびに持続可能な開発目標に統合
させると、賢明な利用の達成に役立つだろう。ラムサール条約では、
問題に対応する仕組と目標に向けた進捗状況を測る仕組をいくつか
備えている。その他にも、法的・政策的手段、経済・財政的イン
センティブ、持続可能な生産のような手段が必要である。能力養成
と多様な見解を奨励することは、どちらも成功に不可欠である。

4. 対応策
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湿地の保全と賢明な利用は、持続可能な開発の
中核をなすものである。ラムサール条約では、す
べての湿地の賢明な利用、ラムサール条約湿地の
指定と保全、国境を越えた管理の促進という、3
本柱に重点を置いている。ラムサール条約戦略計
画2016–2024には、湿地の消失と劣化への対処、
ラムサール条約湿地の保全と効果的な管理、湿地
の賢明な利用、実施の強化という4つの密接に関連
する目標がある。19の関連する個別目標それぞれ
が、国連持続可能な開発目標（SDGs）と、関連す
るSDGsのターゲットのうち少なくとも75の項目に結
びついている。
世界の湿地の現状は、厳しい現実を突きつけてい

る。多くの地域の湿地が問題を抱えており、社会全
体に深刻な影響をもたらしている。劣化と消失の傾
向を覆すことがきわめて重要であることから、以下に
対応策の骨子をいくつか示す。
制度とガバナンス：制度とガバナンスは、きわめ

て重要な湿地生態系を、ラムサール条約湿地やそ
の他の保護区として、また「その他の効果的な地域
をベースとする保全手段」などの新たなツールを通じ
て保全するためのあらゆる戦略の礎である。すべて
の湿地を保全し賢明に利用するコミットメントの一環と
して、保全と賢明な利用に向けた政策と法的枠組の
強化とともに、持続可能な開発戦略に統合すること
が必要とされる。

管理：管理は必須であり、ラムサール条約の数
十年にわたる湿地の保全と賢明な利用における経験は、
世界中で管理を向上させる基礎を提供するものである。
湿地の特徴を景観規模の計画策定において保障す
ることは、その過程に幅広いステークホルダーを取り
込んで、多様な見解に耳を傾けて調整するよう万全
を期すこととともに、きわめて重要なステップである。
出資：湿地が自然インフラとして果たす役割を認
識している、政府やその他の機関からの出資は必須
である。直接的な財政支援と同時に、もっと幅広い
さまざまな経済的インセンティブによって、管理実務
の向上が促進されうる。生産と消費に対する持続可
能なアプローチにより、産業界は湿地をめぐる課題
への対応に貢献することが可能になる。
知識：知識は、現在の目録と研究を向上させると

ともに、きわめて重要なこととして、情報を幅広い人々
により上手に伝える上で、カギを握るものである。新
たな技術と、市民科学の広がりは、どちらも現在の
知識格差を埋めるのに役立つだろう。
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図4.1
全世界のラムサール条
約湿地の数と面積。出
典：ラムサール条約湿
地情報サービス（RSIS）
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図4.2
地域ごとに分類して見
るラムサール条約湿
地の数と面積。出典：
ラムサール条約湿地
情報サービス（RSIS）
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ラムサール条約湿地の 
ネットワークを強化する

国ごとの対応策としてきわめて重要なのが、国際
的に重要な湿地をラムサール条約湿地に指定し、そ
の生態学的特徴を維持するよう管理することである。
ラムサール条約の「国際的に重要な湿地のリスト」は、
世界最大の保護区ネットワークの1つである（Pittock
ほか 2014）。アフリカ（Gardnerほか 2009）、カ
ナダ（Lynch-Stewart 2008）、米国（Gardner 
& Connolly 2007）における調査では、湿地の
指定による多種多様な恩恵が強調されている。そ
の中には、個々の条約湿地と湿地全般の重要性に
関する認識の向上、保護と管理に対する支援の増
大、土地利用の決定・土地買収・環境影響評価に
及ぼす影響、出資の機会の増大、エコツーリズムと
研究の促進などが含まれている。ラムサール条約事
務局では、これらの恩恵について論じているアメリカ
大陸からのケーススタディを取りまとめた（Rivera & 
Gardner 2011）。
ラムサール条約湿地の数は2300を上回り、面積
は2億5000万ヘクタールに及び、陸上の湿地と沿
岸の湿地の約13～18%を占めている（Davidson 
& Finlayson 2018）。図4.1を見ると、条約湿
地の数と面積が時とともに着実に増えていることがわ
かるが、2010年代に入ってからは伸びが減速してい

る。図4.2は、ラムサール条約湿地の数と面積を地
域別で比較している。条約湿地の数はヨーロッパが
最大だが、条約湿地の面積はアフリカが最大である。
ラムサール条約登録湿地に指定される可能性の
ある湿地は、まだまだたくさん残されている。ラム
サール条約の登録基準を満たしている重要自然環境
（IBA）のうち、全体または一部が指定されている
のはわずか24%である。最も多く指定されている地
域はアフリカとヨーロッパで（IBAの30%）、アジア
が最低となっている（12%）。生物多様性保全の鍵
になる地域（IUCN 2016）も有力な条約湿地候補
であり、指定により持続可能な開発目標、仙台防災
枠組、気候変動に関するパリ協定を支持することが
できる。
湿地の指定により、国際的な協力を強化するこ

とができ、ひいては生態系サービスの国境を越えた
流れを確保できる。ラムサール条約湿地のうち約
234ヵ所は国境をまたがっているが、ほとんどの場
合、1ヵ国のみが湿地の一部を指定しているだけであ
る（Griffin & Ali 2014）。エリア全体が双方の（ま
たはすべての）条約締約国により指定されている場
合には、「国境をまたがるラムサール条約湿地」に指
定することで管轄機関が協働を正式なものとすること
が可能である。国境をまたがるラムサール条約湿地
は20ヵ所指定されており、アフリカの2ヵ所以外はヨー
ロッパにある。
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ケーススタディ：北米の湿地に生息する野鳥目録 
北米の湿地に依存する野鳥は、1968年から30%
超増加したが、これは保全活動によるとことが大きい。
4000万ヘクタールを超える湿地の生息地が、米国
連邦保護区、州や現地の野生生物管理区域、私
有地の湿地保護計画を通じて保全されており、その
結果、湿地に依存する鳥が増えている。北米の野
鳥目録には、87種の平均個体数が収録されている

が、野鳥は1968年から30%超も増加した。例え
ば、マガモの個体数は、その長期的な個体数の平
均を42%上回っている。しかし、湿地の消失が続
く場所では、鳥の個体数は相応の減少を示している。

出典：バードライフ・インターナショナル（2015）、北米鳥類
保全イニシアティブ（2014）

保全区域に占める 
湿地の面積を拡大する

淡水の湿地と海洋の湿地は、法的に保護された
区域であっても、ラムサール条約湿地ではない場合
が多い。海洋の保護区には、サンゴ礁、マングロー
ブ林、海草などラムサール条約で湿地として定義し
ている場所が含まれていることが多々ある。その保
全の効果は、「ノーテイク（禁漁）規則の厳格な施
行、大きさ（大きいほどよい）、隔離（Edgarほか 
2014）によって高められる。

その他にも、幅広いモデルが適用されている。フィ
リピンでは、持続可能な利用を促進するために地域
コミュニティによる森林管理の制度を採用し、マング
ローブ林の利用権を地域コミュニティに付与してい
る。地域コミュニティは合意された管理計画を実行
し、その見返りとして排他的漁業権を得ることができ
る（Carandang 2012）。オーストラリアでは先住
民保護区が設定されており、そこでは先住民グルー
プが、生物多様性と文化の保全のために自分たちの
地所を自主的に管理している。管理計画の策定と採
用は、承認に向けた重要なステップである（Davies

ラムサール条約湿地の指定は、ラムサール条約戦略
計画の個別目標5（生態学的特徴の維持）、個別目
標9（統合的な資源管理）、個別目標12（再生）など
多くの目標に対応するものである。それは、生物多
様性に関する愛知目標の個別目標1、SDGs 6.6「山
地、森林、湿地、河川、帯水層、湖沼などの水関
連の生態系の保護と再生」、SDGs 15.1「陸域生態
系と内陸淡水生態系およびそれらのサービスの保全、
回復、および持続可能な利用の確保」にも貢献する。

ほか 2013）。その他の例としては、セネガルなどの
ような、先住民と共同体保全地域（ICCAs）の世
界的ネットワークが挙げられる（Cormier-Salem 
2014）。

ラムサール条約の締約国のなかには、私有の
保護区を奨励しているところもある（Stoltonほか 
2014）。たとえば、コロンビアでは、385を上回る
家族が私有自然保護区に加わり、ラムサール条約登
録湿地であるラ・コチャ潟湖周辺の緩衝地帯を拡大
させている（Bonells 2012）。

生物多様性条約の下で、「その他の効果的な地
域をベースとする保全手段」の新たな定義も登場し
つつある。ここでは、保護区ではないが生物多様性
に対して長期的で重要な恩恵を与える場所について
説明されているが、保護区として規定されていない
多くのラムサール条約湿地がこれに含まれるであろう
（IUCN 2018）。

ラムサール条約戦略計画の個別目標6では、ラムサー
ル条約湿地ネットワークの拡大を求め、個別目標
14では、科学的手引きが強調されている。SDGs 
14.5では、政府に対し、2020年までに「国内法と
国際法に即し、入手可能な最善の科学的情報に基
づいて、沿岸と海洋の少なくとも10%を保全する」
よう求めている。これは、愛知目標11と合致するも
のである。
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ポスト2015年開発アジェンダの 
計画立案と実施に湿地を組み込む

図4.3
湿地の問題を国家の
農業政策・施策の中に
採り入れているか？

 採り入れている
（48%）
 一部取り入れて
いる（35%）

 計画中（4%）
 採り入れていな
い（5%）

 情報なし（8%）

       48%                                                                                35%                                         4%    5%   8%

再生可能エネルギーに関する政策と目標による損害を防ぐ
温室効果ガスの排出を抑制するために、多くの国々
が、バイオ燃料や水力発電などの再生可能エネルギー
の利用を奨励する法律、政策、目標を採用してき
た。ラムサール条約決議X.25とXI.10では、湿地
が、その他の生態系サービスを犠牲にして、エネル
ギー生産に転用されうる懸念が表明されている。国
によっては、生物多様性の保全を確かなものとする
ために、持続可能性基準の利用を義務付けている
ところもある。例えば、欧州連合は、2020年まで
に各加盟国の交通燃料の10%をバイオ燃料などの
再生可能資源に由来するものとする目標を設定した。

一方で、「バイオ燃料は、湿地や森林などのように、
それまで炭素貯蔵量が多かった土地から転用された
場所では産出しない」ことを義務付けている（欧州委
員会 2017）。大規模な水力発電は多くの河川で流
れの状況に影響を及ぼすが、メコン川委員会のよう
な多国籍機関は、1つにはそのような利用に対する
合意をめぐって交渉するために存在する。ラムサー
ル条約決議X.19では、ダムの運用に際しての湿地
の保護と管理を「クリティカルパスアプローチを通じ
て考慮に入れる」よう、締約国に求めている。

Box 4.1

2015年の国連加盟国で合意された国際的な政
策枠組、持続可能な開発のための2030アジェンダ
とその持続可能な開発目標、気候変動に関するパリ
協定および仙台防災（DRR）枠組は、国のコミットメ
ントを果たす手段として、湿地保全と賢明な利用を
促進する機会を提示するものである。湿地の賢明な
利用を国や部門別政策、計画および指標制度の中
に組み込むことが、大いに必要とされている。開発
機関、人道支援機関、環境保全機関の間の協働を
強化することにより、アプローチに一貫性を期すこと
ができる。 
例えば、フィリピンの災害防止・復興計画や、イン

ドの国家災害管理計画などのように、湿地をDRR
の政策の中に組み込む政府が増えている。 

生物多様性に関する愛知目標の目標6には、「2020
年までに、すべての魚類、無脊椎動物および水生
植物は、持続可能な方法で、合法的に、生態系に
基づくアプローチを取りながら、管理・採取される」
と記載されている。

ラムサール戦略計画2016-2024の1つの指標と
して、湿地の問題を国家の農業政策・施策の中に
取り入れた国の割合が挙げられる。2018年に国別
報告書を提出した締約国の約半数が、国家の農業
政策・施策の中に湿地が含まれていると報告している。
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1. 貧困をなくそう 
10億人超が生活のため湿地に 

依存している。 

2. 飢餓をゼロに 
湿地である水田で栽培される稲（米）

は、35億人の主食である。

3. すべての人に健康と福祉を
国際的な観光客の半数は、 

湿地、なかでも沿岸地帯での 
安らぎを求めている。

4. 質の高い教育をみんなに 
安全な水を入手できると、 
とりわけ少女の教育機会が

増大する。

5. ジェンダー平等を 
実現しよう 

女性は水の供給、管理、
保護において中心的な 
役割を果たしている。

6. 安全な水とトイレを 
世界中に 

世界で消費される淡水の 
ほぼすべてが、湿地から 

直接的・間接的に 
引かれている。

7. エネルギーをみんなに、 
そしてクリーンに 

持続可能な上流の水の管理に 
より、手ごろでクリーンな 
エネルギーを供給できる。

8. 働きがいも経済成長も
湿地は、湿地の観光と旅行で 

2億6600万の雇用を支えている。

17. パートナーシップで目標を達成しよう 
ラムサール条約は、他の多国間環境協定とのパートナーシッ
プにより、政府によるSDGsの達成をサポートする。

16. 平和と公正をすべての人に 
国境を越えた湿地を効果的に管理することは、平和と安全
保障に役立つ。

15. 陸の豊かさも守ろう
世界の全生物種の40%が湿地で生息・ 
繁殖している。

14. 海の豊かさを守ろう 
海洋の健全性と高い生産性は、沿岸
と海洋の湿地が十分に機能している
ことにかかっている。 

13.  気候変動に具体的な 
 対策を 
泥炭地は世界の土地面積の3%
を占めるにすぎないが、全世界
の森林バイオマスの2倍の炭素
を貯蔵している。 

12. つくる責任、つかう責任 
適正に管理された湿地は、あらゆる
部門で増大する水の需要を 
持続可能な方法で支えることが 
できる。 

11. 住み続けられるまちづくりを 
都市部の湿地は、安全で、 
回復力があり、持続可能な 
まちづくりにきわめて重要な 
役割を果たす。

10. 人や国の不平等をなくそう 
健全な湿地は、2050年までに水への 
アクセスが困難な状況で暮らす推定 
50億人のリスクを軽減する。

9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 
健全な湿地は、自然災害の増大を防止 
する天然の緩衝装置となる。

ラムサール条約は、 
持続可能な開発目標を支える上で 
重要な役割を担う

湿地
と

SDGs
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図4.4
湿地の賢明な利用を
促進する湿地政策（ま
たはそれに相当する取
り決め）は施行されて
いるか？

 施行されている 
 準備中である
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法的・政策的な取り決めを強化して、 
湿地を守る

湿地は、さまざまな規模の法的・政策的手段を通
じて保護することができる。そのような手段には、湿
地に特化したもののほか、もっと一般的な生物多様
性関連の法律や政策、汚染防止のための法律、環
境影響評価プロセスが含まれる。このような法律が
効力を発揮するためには、分野横断的に適用される
べきである。究極的には、優れたガバナンスが、す
べての政策、法的・規制的選択肢の実施の成功を
支える（ミレニアム生態系評価 2005）。戦略的環境
影響評価は、湿地に景観規模で影響を及ぼしうる政
策や計画を強化することができる。
国家湿地政策またはそれに相当するものを制定す

る国の数が次第に増えている。1990年にはそのよ
うな取り決めについて報告した締約国は皆無だったが、
2018年までには73ヵ国が国家湿地政策について報
告し、別の18ヵ国が同様の政策が施行されていると
報告している（図4.4）。このような政策は、持続可
能な開発目標の下で、国家計画に統合される必要
がある。

湿地や生物多様性に関する国の法律は、往 に々し
て開発行為を許可するプロセスの一環として、「回避・
低減・代償」の枠組（Gardnerほか 2012）に頼る
ことが多 あ々る。一般的に、湿地の消失を回避する
責務は必須事項とみなされる。回避できない損失は、
低減されるか、再生プロジェクトなどによって埋め合
わせられるべきである。人類がもたらした気候変動に
よる場合、回避できないかもしれない（Finlayson
ほか 2017）。
国によっては、湿地への影響を相殺するため

に、湿地バンキング（湿地ミティゲーション・バン
キング）を利用しているところもある（Hough & 
Robertson 2009）。単純に言うと、ある主体が
湿地の再生、拡大、創出、保護を行うと代償債権
がつくられる。同じタイプのどこか別の生息地におけ
る開発者は、債権を購入して、湿地への負の影響
を相殺することができる。
生物多様性オフセットプログラムは概念的に同様

のものであるが、湿地よりも幅広く焦点を当てている
（OECD 2016）。ラムサール条約決議XI.9の付
属書には次のように記されている。「あらゆる形態の
代償と同様に、これらのアプローチは、湿地に及ぼ
す影響の回避を逃れるような方法で用いられるべき
ではない。また、湿地の消失に対する代償を選択す
る際には、同様のタイプで、集水域が同じ地域であ
る湿地で、地域的な範囲と機能的な性能の双方に
対処して行う」。
外来種は湿地に対する主要な脅威の1つである。

ラムサール条約では、湿地の侵略的外来種を特定
し、防ぎ、根絶し、抑制するよう各国に要請してい
る。2018年には、締約国の40%が、湿地に影響
を及ぼす侵略的外来種の包括的な国内目録を報告
した。それより少ない国（26%）では、湿地のため
の外来種の抑制と管理に関する国内政策やガイドラ
インを制定している。欧州連合は、EUが懸念する
侵略的外来種のリストの作成を含む、包括的な法律
を採択した（Genovesiほか 2014）。リストに挙げ
られた侵略的外来種の75%以上が湿地に関連する。
このような対策を拡大することが急務である。
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図4.5
ミティゲーション・ヒエ
ラルキー

ノーネットロスを目指して

Box 4.2

ノーネットロス
「ノーネットロス」は、所定の地理的規模（しばしば
国全体）において湿地や生態学的特徴の純量の損
失が無い（ノーネットロス）状態を達成するための政
府の政策である。湿地への影響は許可される場合
もあるが、それと釣り合う代償（再生または創出によ
る）が必要とされる。これは必ずしも個別の湿地ご
とではなく、湿地資源全体に対して行われるべきも
のである。ノーネットロス政策は、特定のプログラ
ムや、湿地の一部あるいは管轄区域に限定される
可能性がある。
ノーネットロス政策は、賢明な利用を履行する1つ
の方法となりうる。しかし、このような政策を持つ締
約国が、単に湿地の面積ではなく機能に関して賢

明な利用を達成できたかどうかは、これまでに研究
されていない。有効性についてのさらなるモニタリン
グが必要とされる。ノーネットロス政策は、天然の
湿地に及ぼす影響を回避するという第一責務を弱め
るような方法で実施されるべきではない（ラムサール
条約 2012）。このため、ラムサール条約では、よ
り強力な「ノーロス（湿地の損失が皆無）」のアプロー
チを奨励している。
ノーネットロスの概念は、80を上回る国々におい
て生物多様性オフセットの中で採用されているが、
その定義は曖昧であることが多い（Maronほか 
2018）。

• 場所の選定
• 設計
• スケジューリング

•  物理的な制御
•  運営上の制御
•   緩和

• 生息地種別の復元
• 生物多様性の価値の復元
• 生態系サービスの復元

• 再生による相殺
• 損失の防止による相殺

回避 低減 代償

回避 軽減 再生 相殺

＊潜在的な影響は、修復手段を通じて適切に管理できるか?

できる ＊できない

ラムサール戦略計画では、政策問題の中でもとりわ
け、湿地の恩恵（個別目標1）、湿地生態系のニーズ
（個別目標2）、公共セクターと民間セクターの取り
組み（個別目標3）について言及している。ノーネッ
トロスは、愛知目標の目標5「すべての自然生息地
の損失の速度が少なくとも半減し、また可能な場合
にはゼロに近づき、また、それらの生息地の劣化と
分断が顕著に減少する」に対応するものである。

SDGs 6.3では「汚染を減らして水質を改善する」
よう要請しており、SDGs 15.8では「2020年まで
に、侵略的外来種の侵入を防止するとともに、これ
らの種による陸域・海洋生態系への影響を大幅に
減少させるための対策を導入する」よう各国に求め
ている。
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賢明な利用を達成するために 
ラムサール条約のガイダンスを実施する

表4.1
ラムサール条約関連
の最良の実践ガイダ
ンス

内容 ガイダンス
ラムサール条約
湿地の指定

すべての湿地の
賢明な利用 国際協力

ラムサールハンドブック
湿地の賢明な利用
国内の湿地政策
法制度
鳥インフルエンザと湿地
パートナーシップ
湿地CEPA（コミュニケーション、能力養成、教育、 
参加、普及啓発）
参加型湿地管理
水関連の手引き
河川流域管理
水の配分と管理
地下水管理
沿岸域管理
目録・評価・モニタリング
データと情報の必要
湿地目録
影響評価
条約への湿地登録
湿地の保全管理
生態学的特徴の変化への対処
国際協力

ラムサール条約決議
気候変動
泥炭地保全
防災
湿地価値評価
観光業
エネルギー
採取産業

ラムサール条約では、湿地の賢明な利用を支援
する幅広いガイダンスを採用している。その概念は、
条約の哲学と実践の中心をなすものである。「賢明
な利用ハンドブック」とラムサール条約締約国会議の
決議では、表4.1に示したように、最良の実践ガイ
ダンスと勧告がまとめられている。
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神聖な水
さまざまな信仰が湿地管理にプラスにもマイナスに
も影響しうる。多くの湿地（湖沼、河川、湧水等）
は、世界中の多数、少数にかかわらず信仰にとっ
て神聖な価値を有している。神聖であることは、多
くの場合手入れの義務がともない、保全と優れた
管理が保証される。ガンジス川が生きる存在として
の権利があることを認めた2017年の判決（Kothari 

& Bajpai 2017）は、神聖な価値に基づく一連の
政策イニシアティブのひとつである。同様の法的措
置は、その他の伝統的な慣行・信仰にも取られて
いる。2017年に、ニュージーランド議会は、マオリ
族が神聖とみなすワンガヌイ川に法的人格を認めた。
マオリ族と政府はそれぞれ、川の利害の代理人を1
名ずつ指名する（ABC 2017）。

Box 4.3
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ラムサール条約湿地やその他の保護区として指定
されても、十分な保全が保証されるわけではない。そ
の有効性は、管理計画の策定に強く結びついている
（Leveringtonほか 2010）。管理計画を携えたラ
ムサール条約湿地は、管理計画のない湿地よりも事
がうまく運ぶ。例えば、地中海沿岸地域で管理計画
が効果的に実施されているラムサール条約湿地では、
越冬する水鳥の個体数が格段に増えている（Korichi 
& Treilhes 2013）。しかし、管理計画が実行され
ているのは、全ラムサール条約湿地の半数未満である。

4つのラムサール条約地域センター（西半球、東
アフリカ、中央・西アジア、東アジア）により、研修
と能力養成が推進されている。例えば、東アジア地
域センターでは、登録湿地の指定や管理の課題など
の、ラムサール条約の履行に関する研修ワークショッ
プへの国内専門家の出席を資金援助している。能
力養成は、すべての行政レベルで必要とされている
が、新たなスキルを学び、態度と行動を変えるのに
は時間がかかりうるため、依然として大きな課題であ
る（Geversほか 2016）。
文化的な慣行や伝統を守ることにより、湿地の賢

明な利用を支えることができる。例えば、湿地にお
ける神聖な自然の場所は、十分に保護されているこ

とが多い。地域社会や先住民の伝統的知識や文化
的な慣行は、持続可能な管理を重視していることが
多く、湿地を「自然インフラ」として維持する上で強
力な役割を果たすことができる。

ラムサール条約の賢明な利用のアプローチは、戦
略計画のいくつかの個別目標（湿地の恩恵（個別
目標1）、ラムサール条約登録湿地ネットワーク（個
別目標6）、統合的な資源管理（個別目標9））に
反映されている。それは、SDGs 6.5の「あらゆ
るレベルでの統合的な水資源管理を実施する」に
も結びついている。生物多様性に関する愛知目
標の目標1では、「生物多様性の価値およびそれ
を保全し持続可能に利用するために取り得る行動
を、人 が々認識する」ことが求められており、これ
らの目標は、ラムサール条約戦略計画の湿地の
恩恵の文書化、普及、主流化に関する個別目標

11と個別目標16に反映されている。
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ラムサール条約の仕組を利用して、 
課題を特定し対処する
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ラムサール条約湿地の生態学的特徴が、人間の行
為により低下した（あるいは低下する可能性が高い）場
合、条約は幅広い対応を奨励している。第3.2条では、
問題を事務局に「遅滞なく通知する」よう締約国に求
めている。まだ確認を要するものの、2017年12月ま
でに164ヵ所のラムサール条約湿地に関する通知があり、
さらに別の70ヵ所の条約湿地について第三者から事
務局に通知があった（ラムサール条約事務局 2018）。

1990年、締約国により「モントルーレコード」が
定められ、優先的な保全措置を必要とする登録湿地
に焦点が当てられている。その目的は、財政メカニ
ズムの下でラムサール諮問調査団（RAM）の適用と
資源の配分を導くことによって、締約国がラムサール
条約登録湿地が直面する脅威を解決するのを支援す
ることである。モントルーレコードに掲載されたラムサー
ル条約登録湿地の数は、過去6年間ほぼ一定（49
湿地）であり、2015年に1ヵ所が外されたのみである。
締約国はかつてほどモントルーレコードを活用してい

ないが、2017年には2つの登録湿地がモントルーレ
コードに追加されている。対照的に、RAMは依然
として活発に利用されており、2008年以降毎年少
なくとも1件は実施されている。

RAMは専門的な支援の仕組みであり、締約国は
これを通じて、ラムサール条約登録湿地の生態学的
特徴に対する脅威や、関連する湿地の課題への対
処法について、専門家の助言を要請できる。一般
的には、多国籍の多分野にわたる専門家による小規
模なチームが現地を訪問して、問題を評価し、ステー
クホルダーの意見を聞き、報告書と勧告を作成する。
この仕組みが1990年に定められて以降、80件を
上回るRAMが実施された。RAMの活用状況は、
地域によって大きく異なる。
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経済的・財政的インセンティブを活用する

表4.2
米国の農業部門におけ
る湿地の損失と利得。
Frayerほか 1983、
Dahl & Johnson 
1991、Dahl 2000、
2006、2011のデー
タから適用した。

年 湿地の損失（平均） 湿地の利得（平均）

1950年代～1970年代 161,251.2 ha/年

1970年代中盤～1980年代中盤 63,373.8 ha/年

1986年～1997年 6,155.3 ha/年

1998年～2004年 4,773.3 ha/年

2004年～2009年 8,994.8 ha/年

南アフリカにおける生物多様性保全のための優遇税制
2015年、バードライフ南アフリカは、所有地を保
護区にすると宣言した土地所有者に向けた生物多
様性保全のための優遇税制を検証する「フィスカル・
ベネフィット・プロジェクト」を開始した。同プロジェ
クトの影響により、新たな優遇税制が国の法律に
導入された。土地所有者は、自然保護区または国

立公園として公式に保護する土地の価格に基づいて、
減税を請求できるようになった。2016年には、生
物多様性保全のための税の優遇措置が、重要自然
環境（IBA）の土地所有者に対して初めて付与された。

出典：バードライフ・インターナショナル・アフリカ（2017）

Box 4.4

湿地の再生と管理のコストと恩恵を公平に配分する
ことは、賢明な利用を達成する上で不可欠である。こ
れには幅広い経済的手段が役に立つ（IPBES 2018）。
国によっては、規制による管理を補うために、生態
系サービスへの支払いを活用して湿地の保全と賢明
な利用を奨励している（Ingramほか 2014）。土地
の所有者や管理者は、環境的に有益な行動に対して
補償を受ける。米国の「湿地保全プログラム（現在は、
農業保全地役権プログラム）」では、農家による湿地
の再生と保全に対して資金援助しており、援助額は取
組の期間による。1992～2013年の間に、約110万
ヘクタールが登録され、投資額は45億米ドルに及ん
でいる。ミシシッピ沖積平野の場合、再生にむけた政
府による資金援助の額が、生態系サービスの推定評
価額を1年以内で上回った（Jenkinsほか 2010）。
保全と賢明な利用を奨励する税規定により、税法

は行動に影響を与えることができる。オーストラリア
では、土地所有者が保全契約に合意し、ある場所
の自然の価値を保護・向上する取組をする場合、税
の軽減措置を受けることができる（オーストラリア政
府環境・エネルギー省）。南アフリカも近年、同様

の法律を採用した（Box 4.4）。米国では、土地所
有者が、土地トラスト団体か同様の主体の保全地役
権に寄付する（土地が自然の状態を維持できるように
する）と、税法上の優遇措置を受けることができる。
負の影響をもたらすインセンティブを改めたり、プ

ラスになるインセンティブを導入したりすることも、も
う1つの重要な対応策である。例えば、農業に対す
る補助金や価格支援は、湿地の転用や汚染の増加
を促しうる。米国で1985年に制定された食料安全
保障法は、負の影響をもたらすインセンティブを撤廃
することで湿地の消失を抑制可能であると例証する
ものである。食料安全保障法の下では、湿地に排
水を流したり改変を加えたりした農家は、融資、保
険料に対する補助、価格や所得への支援などの政
府からの恩恵を受け取る資格がなくなる。米国の政
策が湿地に与えた影響を表4.2に数値化して示して
いる。
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湿地の再生への 
政府の投資を維持・増大する

災害リスクを軽減し、コミュニティの回復力を高める
自然インフラを再生することは、災害リスクの軽減に
役立ちうる。オランダでは、「ルーム・フォー・ザ・
リバー」イニシアティブの一環として、洪水の影響
を軽減するために、アイセル川、ライン川、レック
川、ワール川の自然の氾濫原を再生した。タイ南部
におけるマングローブ林による暴風雨からの防御効
果は、1ヘクタール当たり10821米ドルに相当する
と見積もられている。ラムサール条約湿地であるク
ラビ川河口域では、沿岸の脆弱な地域社会を熱帯
暴風雨から守り、海面上昇の影響を小さくするため

に、マングローブ林の再生が行われている。同様に、
中国湖北省では、洪水の影響を軽減するために湖
沼や沼地を長江に再びつなげている。湿地の再生
は、魚業資源の増加と水質の向上を地域コミュニ
ティにもたらした。また、インドネシアでは、2015
～2016年に、泥炭地の劣化と排水が、エルニー
ニョ・南方振動による干ばつと相まって、壊滅的な
火災を引き起こした。この対応策として、インドネシ
アは200万ヘクタールの泥炭地の再生に取り組んだ
（Kumarほか 2017b）。

Box 4.5
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世界中で湿地の状態がよくないことを考えると、政
府による資金援助の1つの重要な役割は、湿地の再
生の支援にあるといえる。すべてのラムサール条約地
域において意欲的なプロジェクトが行われている。そ
の例としては、南アフリカの「ワーキング・フォー・
ウォーター・プログラム」、中国における湿地公園の建
設（Wangほか 2012）、ベラルーシにおける泥炭地
の復元（GEF 2016）、ニュージーランドにおけるアラ
ワイ・カカリキ湿原の再生プログラム（Macdonald 
& Robertson 2017）、米国におけるエバーグレー
ズ湿原の再生の試み（National Academies 
of Science, Engineering, and Medicine 
2016）などがある。

湿地への投資を拡大する
湿地が社会にもたらす幅広い恩恵は、さまざまなセ

クターからの投資を刺激しうる。湿地を単体または伝
統的なグレーインフラストラクチャー（グレーインフラ）
との組み合わせで、費用対効果の高い自然インフラ
として活用することは、さまざまな出資者のほか、政
府や民間の投資家から新たに資金を獲得する強力な
論拠となっている。

産業界との関わりと対話を増やす
持続可能な開発目標とパリ協定を実行に移すため

の産業界のコミットメントは、活発な協調と関わりによっ
てますます強化されている。持続可能な開発のため
の世界経済人会議によるアクション2020アジェンダ
などのイニシアティブは、湿地などの自然資本の保
護に投資する必要性と、これを日々 の実践にいかに
組み込むかを、産業界が理解するのに役立っている。
産業界は、企業の社会的責任（CSR）投資を通じて、
湿地の保全を支援する可能性がある。2011年にダ
ノンが設立したライブリフッド・カーボン・投資ファンド
（生活炭素投資基金）は、セネガルのカサマンス地
域とシヌ・サルーム地域における世界最大のマング
ローブ林の再生プロジェクトを支援し、7900本のマ
ングローブが1ヘクタールに移植された。同プロジェ
クトは、投資家による炭素排出を相殺する民間の炭
素クレジットを提供している（Livelihoods Funds、
Giraud & Hemerick 2013）。
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持続可能な生産・消費行動を促す

水資源保護に対する企業責任（ウォーター・スチュワードシップ）
水資源に対する企業の関与とは、一連の企業の社
会的責任プロジェクトを策定することのみを意味す
るのではなく、「水を採取すべきか否か」、「どれく
らいの水を採取すべきか」、「誰が採取すべきか」と
いった問いかけをも含むものである。ウォーター・ス
チュワードシップとは、ウォーター・スチュワードシッ
プ同盟（AWS）により、「社会的に公平で、環境的
に持続可能であり、かつ経済的に利益のある水の

利用で、現場や集水域を基盤とした行動をともなう、
ステークホルダーを内に取り込んだプロセスを通じ
て達成される」と定義されている。AWSは、「現場（工
場や敷地など）」と「集水域」の双方でウォーター・
スチュワードシップに対処している民間企業、公的
機関、その他の当事者にむけて、自主基準を設定
している。
出典：Newborne & Dalton（2016）

Box 4.6

テラグロー
（Terragr’Eau）バイオ
ガス・ステーションは、
エネルギーの提供元
であるとともに、持続
可能な農業を支援し、
エビアンの水源の保護
に貢献することで、エ
ビアンのミネラルウォー
ターの長期的な品質
を確保している。
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エコ・マークとエコ認証の取組はどれも、消費者
が湿地の保全と賢明な利用のためになるように行動
を変えるのに役立ちうる。持続可能な方法で製造さ
れたことを示すエコ・マークやエコ認証の付いた商
品の購入を消費者が選択することで、持続可能な事
業にむけた市場インセンティブが生み出される。湿
地関連では、例えばバミューダを拠点とする保険会
社XLカトリンは、ザ・ネイチャー・コンサーバンシー
と連携して、海岸線を保護する塩性沼沢地、海草
藻場、サンゴ礁、マングローブ林に焦点を当てた「ブ
ルー・カーボン・クレジットを開発した（Chasan 
2018）。持続可能なパーム油のための円卓会議や

森林管理協議会の他、牛肉や大豆などを対象とし
ているその他の認証団体では、湿地などの保全価
値の高いエリアへの損害を防ぐ基準を保持している
（Abellほか 2015）。

ラムサール条約戦略計画では「資金およびその他の
資源が利用可能になる」ことを目標に掲げ（個別目
標17）、生物多様性に関する愛知目標の目標20は、
「生物多様性戦略計画2011-2020の効果的な実
施に向けて、あらゆる資金源からの」資金動員に言
及している。
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賢明な利用と市民参加を
幅広い規模の開発計画策定に取り入れる

インドネシアにおける地域住民による再生努力
1992年にインドネシアのフローレス島沖で発生し
た津波がヌサ・トゥンガラの北部を襲ったのち、村々
の海岸線が最大100メートルも浸食され、何千人
という沿岸の住人が高潮、津波、台風、海水浸水
による危険にさらされている。インフラと農地が海
水にさらされ、経済発展が脅かされている。国際
湿地保全連合は、地元の地域コミュニティ、政府、
NGO、研究者との長期的な取組を開始して、生態
系の再生を通じて地域社会の強靭化を進めている。
タリブラ村では、地域コミュニティが、竹、材木、

ヤシ繊維、砂袋、ココヤシ葉などの地元で採れる
素材から180メートルの半透過性のダムを建設した。
地域コミュニティでは、この手法の改善を続けている。
このダムは身の回りの素材で造ることができ、浸食
の軽減に効果的であり、堆積物を年間4.5～6.5セ
ンチメートル捕捉した。8ヵ月後には、マングローブ
が再生し始め、魚、エビ、鳥の増加が認められた。
2013年には6千本のマングローブを再び植えて、
防波堤と生計の糧を得ている。
出典：ラムサール条約事務局 https://tinyurl.com/jcu3r4g

Box 4.7

グリーンインフラストラクチャー（グリーンインフラ）は、
河川流域や沿岸域を含めた湿地計画における重要
な要素である。ここでいうグリーンインフラとは、建
造物である「グレーインフラに似た生態系サービスを
提供する天然の湿地と半自然湿地である。計画策
定者、技術者、意思決定者は、水資源管理において、
時としてグレーインフラとの統合を通じて、ますますグ
リーンインフラ手法に頼っている（UNEP 2014b）。
川の流れの特性（水界生態系を持続するのに必要

な水流の量、質およびタイミング）を環境的に再生す
ることも、生態系サービスの維持と再生を可能にす
る（Yangほか 2016）。大規模な試みの例としては、
マレー・ダーリング川流域（オーストラリア）やプーン
チ川（パキスタン）が挙げられる（Hardwoodほか 
2017）。
湿地管理と意思決定への市民参加は、成功のカ

ギを握る要素である。締約国の74%が、湿地に関
する意思決定へステークホルダーの参加を促すとし
ており、64%は、ラムサール条約湿地の指定と管
理に地元のステークホルダーを関与させている。こ
れには地域コミュニティを基盤とする管理も含まれうる。
カンボジアでは2012年に、漁業権と規制を参加

型の地域コミュニティの漁場に譲渡した。地域内や
近隣で暮らす住民を巻き込んで（Kimほか 2013）、
貧困の改善と管理の向上を目的としている。ボランティ
アも湿地を支えている。2015年には、80万人のボ
ランティアが、810万キログラムを上回るゴミを世界
中の沿岸部から収集した（Ocean Conservancy 
2016）。国によっては、政府が湿地関連の義務を
確実に果たすよう市民が訴訟を起こしているところ
もある。インド最高裁判所は2017年に、公益訴
訟の判決として、20万近い湿地の国家目録の作成
を命じた（Balakrishnan v. Union of India 
2017）。

ラムサール条約戦略計画では、賢明な利用（個別
目標9）と主要部門の持続可能性の向上（個別目
標13）を目標に掲げている。愛知目標の目標6に
は、「2020年までに、すべての魚類と無脊椎動物
の資源および水生植物が持続的かつ法律に沿って
かつ生態系を基盤とするアプローチを適用して管理、
収穫される」とある。
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多様な視点を湿地管理に取り入れる

図4.6
湿地の多種多様な価
値を認識する（「生物多
様性及び生態系サー
ビスに関する政府間科
学-政策プラットフォー
ム」（IPBES）の分析
を適用） 学んだことのフィードバック。

繰り返すとしたら、どのように
変えて実施できるか？第2段階

多種多様な価値を
考慮するプロセスを
よく検討する

手法からプロセス
へのフィードバック

広報から価値の理解への
フィードバック

第3段階
価値を認識・評価する
手法を検討・選択・適用する

第4段階
多種多様な価値を
理解する

第5段階
湿地の多種多様な
価値を広める
（広報）

第6段階
目的への対応に関して
価値評価プロセスの有効性
を見直す

新たな、あるいは
異なる目的への
インプット第1段階

湿地の多種多様な
価値が考慮される
目的は何か？ 第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

湿地保全と賢明な利用に向けた課題を解決するに
は、ハードサイエンスから伝統的知識まで幅広い意
見と専門性を活用する必要がある。成功する湿地管
理とは、一般的に大多数の市民に支持されているも
のである。しかし、支持はふつう、理解と関与があっ
て初めて得られるものである。これは、参加型アプロー
チの活用と多くのさまざまな権利者・ステークホルダー
の関与が必要であることを意味する。なかでも重要
なのは、関連する意見がすべて確実に聴取されるよ
うにすることである。
先住民と地元の知識・必要性・意見を湿地管理

に取り入れることの重要性は、ラムサール条約の関
連では以前から認識されている（ラムサール条約事
務局 2010c、Thamanほか 2013）。先住民と
現地の地域コミュニティからの知識が管理の際に確
実に考慮されるように、公式なプロセスとパートナーシッ
プを有している国もある。オーストラリアでは、アボリ
ジニの地域社会が、湿地の健全性と文化的重要性
を水路の評価を通じて測定している。各州の水資源
局は、この情報を環境面での水資源管理に活用する

ことが期待されている。
湿地は、生計支援を通じた所得創出から、文化
的結びつきや精神的な充足まで、多種多様な価値
を有している。政策立案者は、すべての価値を認識
することで、狭い範囲に目をむけるのではなく、湿地
の恩恵を最大限に活用することができる（Kumar
ほか 2017a）。湿地の多種多様な価値と、その人々
への貢献は、図4.6に示す6段階の連続的な流れ
で評価できる。
自然と社会との関係についての世界観は多様であ

るため、湿地の認識の仕方もさまざまであり、対立
することもしばしばある。意思決定者と市民社会が
湿地の価値を理解し、ひいては湿地の保全と賢明な
利用を支援するようにするためには、効果的なコミュ
ニケーションと働きかけが最重要課題である。ラムサー
ル条約のCEPA行動計画（コミュニケーション、能
力養成、教育、参加、普及啓発）は、より広範な景
観計画と持続可能な開発、そして湿地に関する意思
決定の長期的な影響という文脈において、意思決定
者が湿地を理解するのを助ける枠組を提供している。
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賢明な利用を支持するための 
国家湿地目録の更新と改善

図4.7
国別湿地目録

 ある
 ない
 作成中

 計画中
 回答なし

図4.9
インドネシアの東カリ
マンタン州では、20
年間でマングローブ
林の減少が見られる。
1996年のマングロー
ブ林を赤色、2007年
を黄色、2016年を緑
色で示している。

図4.8
1996年～2007年に
観察された、ギニア
ビサウにおけるマング
ローブ林の再生
（1996年時点のマン
グローブ林は緑色、
1996年～2007年に
増えたところは青色で
示されている）。

国家湿地目録は、管理と政策立案に必要とされ
る中心的な情報を提供するものである。更新・改
善された目録は、各国が再生の必要な湿地の優先
順位づけをし、それに沿って管理をするのに役立
つ。目録は、政策と法的・規制的仕組の有効性を
評価する基準値を設定する。また、2018年からは、
SDGs 6.6.1の進捗状況を追跡する目的でも活用さ
れる（17ページを参照）。2002年以降、包括的な
国家湿地目録の作成に着手する国の数は着実に増
えており、2018年までに44%の締約国が目録の完
成を報告し、29%が作成中である。図4.7に示す
ように、目録の割合が最も高いのは北米（67%）とヨー
ロッパ（62%）で、アジア（30%）は最低である。

地球観測システムの効果的な利用
人工衛星を利用したリモートセンシング（地球観測

として知られる）は、湿地の目録作成、評価、モニ

タリングに革命的な変化をもたらした（Davidson 
& Finlayson 2007）。とりわけ、近年の性能の
進歩、特に全世界の規則的かつ高頻度の衛星観
測が高空間分解能で利用可能になったことによっ
て、季節的かつ断続的に浸水する地域の変化をよ
りよく把握できるようになった。これは、湿地生態系
の健全性を評価するのに不可欠である（Rebelo & 
Finlayson 2018）。たとえば、グローバル・マン
グローブ・ウォッチは、2017年後半までに、1996年、 
2007年、2008年、2009年、2010年、2015年、 
2016年の世界のマングローブ林の範囲を、対応す
る変化とともに地図で示している。2018年からは、
年ごとの予測の地図を見ることができる。（http://
www.eorc.jaxa.jp/ALOS/en/kyoto/
mangrovewatch.htm）。
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市民科学を大いに活用する

図4.10
市民科学は、「政策サ
イクル」のさまざまな
段階で、政策の策定
と実施に情報を提供で
きる。
出典：McKinleyほか
（2017）

 管理／政策の結果

科学情報

市民科学

市民からの
インプット

市民の参画

方策1
科学を利用する

方策2
市民からのインプットと

参画を促す
問
題
の
特
定

政
策
立
案

政策の実施

意思決定

天然資源の管理／政策決定

政策の採用

ケーススタディ：アフリカ・ユーラシア渡り性水鳥保全協定を通じた
保全状態の評価 
現場でのモニタリングと保全の行動は、水鳥の状態
の改善につながりうる。
アフリカ・ユーラシア渡り性水鳥保全協定（AEWA）
の地域を通じて、555ある生物地理学的水鳥個体
群の多くにおいて、保全状態が時に急速に悪化し
続けている。ラムサール条約の締約国が少ない地
域や、水鳥の状態に関する知識が乏しいところほど

悪化は著しい。逆に、保全措置が講じられ、主要
な地区が保護され、利用が十分に管理されていると
ころでは、状態は改善している。ボランティアのバー
ドウォッチャーによる優れたモニタリングのおかげで、
より多くの保護区が指定されて、水鳥のよりよい保
全につながっている。
出典：Nagyほか（2015）

湿地管理と政策立案のために必要とされる知識す
べてが、コスト集約的で高度なモニタリングを求めてい
るわけではない。技術の進歩につれて、ボランティア
の活用による費用対効果の高いデータの収集（市民
科学とも呼ばれる）が、ますます実現可能になってきて
おり（Tullochほか 2013）、情報格差への対処に幅
広い選択肢を提供している（McKinleyほか 2017）。
水鳥の状態と傾向に関して知られていることの多くは、
70年間のボランティア活動による国際水鳥センサス

を介した市民科学のモニタリングの有効活用によると
ころが大きい（Amanoほか 2018）。近年の市民科
学の活用事例としては、タンザニアの河川のクラウド
ソーシングによる水文モニタリング（Swiss Agency 
for Development and Cooperation 2017）、
中国の黄浦江水系における富栄養化の要因の特定
（Zhangほか 2017）、米国北東部に発生する季節
性の池のマッピングと評価（McGreavyほか 2016）
が挙げられる。
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我々の分析からは、世界中で湿地が深刻な状態にあり、面積の縮
小と質の低下が進み、高まる圧力の下にあることが示されている。
だが幸いなことに、世界にはまだ広大な湿地保護区があり、そこか
らもたらされる多くの生態系サービスから恩恵を受けている。ラム
サール条約の戦略計画は、さまざまな将来にむけた設計図を示して
いる。そこでは、湿地の保全と賢明な利用により、この悪化傾向が
食い止められ、覆され、国連の持続可能な開発目標を達成するう
えで湿地が重要な役割を果たすよう保証するものである。

5. 結論
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将来にむけて

世界的に湿地は減少している
湿地は質的にも量的にも低下し続けており、生物

多様性に短期的・長期的な影響を及ぼし、生態系
サービスの減少により、食と水の安全性の低下など
を通じ人間の暮らしへ負の結果をもたらす。ラムサー
ル条約には、世界的な低下を食い止め覆すための
各国の努力を支えるガイダンスと枠組を示している。

湿地はまだ残っている
世界にはまだ湿地が残されており、食料・淡水の

供給、炭素の固定、防災から、もっと目に見えない
美的・精神的価値まで、生態系サービスの観点から
人類に多大な恩恵をもたらしている。効果的な湿地
の管理と再生を通じてこれらの恩恵を持続・拡大す
ることで、人類は継続的に恩恵を得られるだろう。

湿地の質は低下している
広範囲に及ぶ湿地の劣化にともない、また対応の

一部として、政治の領域全体と社会のあらゆるセクター
で、これらの生態系サービスについての認識が高まっ
ている。ラムサール条約では、社会のより幅広いセ
クターと関わり、持続可能な開発を支持し湿地の将
来的な低下を防ぐための国際的なイニシアティブに
貢献するよう、積極的な手段を講じている。

持続可能な開発目標の役割
持続可能な開発目標は、湿地の安全保障に対

処するための便利でタイムリーな枠組を提供しており、
生物多様性条約の愛知目標、国連気候変動枠組条
約のパリ協定、国連砂漠化対処条約の土地の劣化
の中立性などの、その他の世界的イニシアティブに
よって支持されている。これらのイニシアティブを通じ
た、さらなる協力と関連するプロセスの共同管理により、
ラムサール条約の目標とビジョンを達成するためのさら
なる道が拓かれる。

ラムサール条約の使命
ラムサール条約戦略計画では、効果的な湿地の
保全と賢明な利用を達成するための明確な道筋が
示されている。そこには、世界の湿地面積に関する
モニタリング指標6.6.1に対する共同責任を通じた、
持続可能な開発目標との公式な結びつきも含まれて
いる。本書『世界湿地概況』は、この目標の達成に
向けた重要なステップである。

パートナーとの協働
ラムサール条約は、今後も引き続き締約国を支援
する。ラムサール諮問調査団、地域イニシアティブ、
モントルーレコードの再活用を通じて、ラムサール条
約湿地が深刻な圧力の下にあることを強調する。また、
湿地の生態学的特徴を維持し、湿地がもたらす多種
多様な生態系サービスから人類が恩恵を得られるよ
うに、湿地の賢明な利用に関する専門的なガイダン
スを提供する。
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湿地の恩恵についての認識を高め、
湿地の存続にむけた
さらに大規模な対策を整備し、
それを国の開発計画に組み込むよう
ただちに行動を起こすことが
国際レベルと国内レベルで
必要とされている。



湿地の保全と賢明な利用は、人間の暮らしに重要な意味を持
つ。湿地からもたらされる幅広い生態系サービスが意味するのは、
湿地が持続可能な開発の核となることである。しかしながら政
策立案者や意思決定者は往 に々して、湿地の恩恵が自然や人類
に与える価値を軽んじている。

湿地の価値と、湿地に起きていることの理解は、その保全と賢
明な利用を確かなものとする上できわめて重要である。本書『世
界湿地概況』には、湿地の範囲、傾向、変化の要因と、その生
態学的特徴を維持または回復するのに必要とされるステップが
要約されている。
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